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１ ビジョン策定の趣旨 

全国的に進行する人口減少や少子高齢社会への対応の一環として，平成 26年に国から「連

携中枢都市圏構想」が示されました。この構想は，このような社会情勢の中にあっても地域

の活性化により経済を持続可能なものとし，住民が安心して快適な暮らしを営んでいけるよ

うにするため，圏域の中心都市が近隣の市町と連携して，経済成長のけん引，高次都市機能

の集積・強化及び生活関連機能サービスの向上を行うことにより，一定の圏域人口を有し，

活力のある社会経済を維持するための拠点を形成することを目的としています。 

盛岡広域圏を構成する盛岡市，八幡平市，滝沢市，雫石町，葛巻町，岩手町，紫波町及び

矢巾町は，これまでも住民の暮らしに密接に関わる各般の課題に対して，市町を越えて連携

し，各市町の知見を結集して取り組んできた実績があります。特にも平成 20年度以降は，盛

岡広域首長懇談会を設置し，企業誘致や消費者相談などの分野で連携を深めてきたところで

す。盛岡広域圏においても人口減少や少子高齢社会の進展が見込まれており，今後も生活の

質の向上や経済の維持発展を図るためには，盛岡広域圏における共通する課題について，各

自治体の特長ある取組を生かすとともに，広域圏の強みを生かしながら，連携してまちづく

りを進めていく必要があります。 

本ビジョンは，連携中枢都市圏構想の趣旨に基づき，盛岡広域圏が将来にわたり一定の圏

域人口を有し，生活の質の向上や経済の維持発展を図るため，圏域内の各市町が連携する取

組の方向性と内容を定めるものです。 

 

図 1 連携中枢都市圏形成のイメージ 

 

  

連携中枢都市
（盛岡市）

＜要件＞
• 政令指定都市，新中核市（人口20万人以
上）

• 昼夜間人口比率おおむね１以上 等

①連携中枢都市となる旨を宣言

近隣の市町村と連携し，圏域全体の経済を

けん引し，圏域住民全体の暮らしを支える

という役割を担う意思の公表

A市

B町

C町

②連携協約の締結

• 他の市町と連携して事務を処理するに当たっての基本的

な方針と役割分担を定める協約を締結

• 締結には，各市町の議会の議決が必要

③都市圏ビジョンの策

定

• 連携協約に基づく具体

的取組について規定

• 産学金官民の関係者か

らの意見を幅広く反映

連携協約

連携協約

連携協約

連携中枢都市圏
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２ 連携中枢都市圏及び市町の概要 

(1) 連携中枢都市圏の名称 

みちのく盛岡広域連携都市圏（以下「圏域」という。）とします。 

 

(2) 圏域を構成する市町の概要 

ア 盛岡市 

盛岡藩の城下町としてまちが開かれてから約 400 年の歴史を持ち，多くの先人が築

き上げてきた伝統や文化，豊かな自然，近代的な都市機能がバランスよく調和したま

ちです。岩手県の県都として高度医療施設や教育・研究機関，

商業施設など多くの都市機能が集積するとともに，東北新幹線

や東北自動車道といった高速交通及び沿岸と秋田県を結ぶ交通

網の結節点として，北東北の要となり，仙台に次ぐ東北の拠点

都市を目指しています。 

イ 八幡平市 

平成 17 年 9 月に３町村が合併し，岩手県内で 13 番目に誕生した市です。県都盛岡

市の北西に位置しており，西は秋田県，北は青森県と境を接し，北東北３県のほぼ中

心に位置しています。市内中央部を東北自動車道，八戸自動車

道，国道 282号，さらには市内に 12駅を有するＪＲ花輪線が縦

貫しており，基礎的な交通基盤が整った地域です。りんどうや

ほうれんそう，畜産物などの品質の優れた農産物と豊かな自然

と四季を通じた観光資源を有するまちです。 

ウ 滝沢市 

県都盛岡市の北西に位置し，岩手山の裾野に広がる豊かな自然に恵まれ，みちのく

の初夏の風物詩チャグチャグ馬コの発祥地として知られ，岩手県立大学を始めとする

高等教育機関や国・県などの研究機関が集積する研究学園都市

です。平成 26年 1月 1日に市制移行し，平成 27年 3月には「住

民自治日本一」に向けた「幸福感を育む環境づくり」を目指し，

第１次滝沢市総合計画を策定し，市民主体の地域づくりに取り

組んでいます。 

エ 雫石町 

盛岡市の西方約 16kmに位置し，町の中央を国道 46号及び JR田沢湖線・秋田新幹線

が東西に横断し，岩手・秋田両県を連結しており，日本海と太

平洋を結ぶ中間点に位置しています。 

稲作を中心に野菜，菌茸，花卉，畜産などを組み合わせた複

合経営型農業が主要な産業となっており，小岩井農場をはじめ，

毎年８月に開催される 

盛岡さんさ踊り 

ゴールデンウィークが見ごろ 

八幡平雪の回廊 

平成17年3月に国の名勝地

指定を受けた七ツ森 

初夏を彩るチャグチャグ馬コ

（毎年６月第２土曜日開催） 
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多くの観光資源に恵まれ，ホテル・旅館・ペンション・民宿等の宿泊施設，各種観光

施設が立地し，滞在型観光地を形成しています。 

オ 岩手町 

東北新幹線「いわて沼宮内駅」，石神の丘美術館を併設した道の駅「石神の丘」，

中心商店街の「街の駅」，北上川の源泉「いわてまち川の駅」の４つの駅があり，農

業を基幹産業とし，ブランドキャベツ「いわて春みどり」を中心に県内一の野菜生産

を誇る町です。また，ホッケーを町技としオリンピック選手を

輩出するなど各年代が全国大会で輝かしい戦績を誇っていま

す。健診受診率は全国トップレベルで，関係者が一体となって

健診を推進する岩手町方式は高い評価を得ています。 

カ 葛巻町 

北緯 40度，岩手県の東北部にある葛巻町。町の面積の 86％を緑豊かな森林が占め，

標高 1000ｍ級の山々に囲まれた高原風土が漂う酪農と林業の町で，町が持つ多面的な

資源と機能を最大限に活用し「ミルクとワインとクリーンエネ

ルギーのまち」として，葛巻だからこそできる，葛巻にしかで

きないことに果敢に挑戦し，町民と行政が一体となった「協創

のまちづくり」を目指し，山村のモデルとなる一歩先行くまち

の魅力を情報発信しています。 

キ 紫波町 

盛岡市と花巻市の中間に位置し，国道など６本の幹線とインターチェンジ，３つの

駅があるなど，交通の便に恵まれています。もち米，ぶどう，肉牛など，多種多様な

農畜産物の生産を背景に，日本酒，ワインなどの食関連産業が

盛んです。オガールプロジェクト等により，国道沿いの都市(街)

とそれを囲む農村(田園)が持つ機能と特性を生かした，住民，

企業，行政の協動による新しい公共の実現を目指しています。 

ク 矢巾町 

盛岡市の南に隣接し，のどかな山々と田園風景が広がる里と人が共存する町です。

中央の平坦地は稲作に適した自然条件を備え県央の優良田園地帯となっています。昭

和 45年以降市街化が進み，流通センターや工業団地等への企業

の進出が進んでおり，また，矢幅駅周辺土地区画整理事業や民

間活力による宅地造成，岩手医大移転事業により商業施設等の

集積も進み，農･商･工一体の町づくりを進めています。  

ブランドキャベツ 

いわて春みどりの圃場 

 

町のシンボル 

袖山高原の風力発電 

官民複合施設 

「オガールプラザ」 

 

ひまわり畑から仰ぐ 

矢巾町のシンボル南昌山 
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３ 圏域の現状と課題 

(1) 人口 

ア 人口の現状 

(ｱ) 圏域の人口の将来推計 

国立社会保障・人口問題研究所が平成 25年３月に公表した日本の地域別将来推計

人口（表 1 及び図 2）によると，平成 52 年に圏域の人口は，38 万人強となり，平

成 22年の 79％に減少するとされています。 

 

表 1 圏域の将来推計人口 

現在の
人口
2010年

（H22年）
2015年

（H27年）
2020年

（H32年）
2025年

（H37年）
2030年

（H42年）
2035年

（H47年）
2040年

（H52年）

盛岡市 298,348 294,998 287,606 278,398 268,023 256,599 243,930

八幡平市 28,680 26,487 24,402 22,302 20,251 18,329 16,465

滝沢市 53,857 54,539 54,598 54,229 53,453 52,291 50,730

雫石町 18,033 17,011 15,867 14,679 13,515 12,380 11,254

葛巻町 7,304 6,586 5,915 5,276 4,679 4,136 3,631

岩手町 14,984 13,811 12,715 11,620 10,564 9,563 8,604

紫波町 33,288 32,435 31,377 30,138 28,796 27,393 25,902

矢巾町 27,205 26,522 25,780 24,881 23,880 22,762 21,508

合計 481,699 472,389 458,260 441,523 423,161 403,453 382,024

市町名
将来推計人口

 

（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25年３月推計）」） 

 

図 2 圏域の将来推計人口 

 

（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25年３月推計）」） 

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

盛岡市 八幡平市 滝沢市 雫石町 葛巻町 岩手町 紫波町 矢巾町 



み ち の く 盛 岡 広 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン 
 

5 

 

また，圏域の年齢三区分別人口の将来推計（図 3）をみると，平成 52年には，年少

人口（０歳から 14 歳）は現在の 57％に，生産年齢人口（15 歳から 64 歳）は現在の

65％に減少する一方で，高齢人口（65 歳以上）は 131％に増加すると見込まれていま

す。 

 

図 3 圏域の年齢三区分別人口推計 

 

（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25年３月推計）」） 

 

     本ビジョンの策定に当たり，平成 27 年度に総務省の「新たな広域連携促進事業」

を活用し圏域の人口分布，都市機能の集積状況等について，地理情報システムを用

いた調査・分析を実施しました。圏域の人口の分布状況について，圏域を一辺が 500m

のメッシュに区分し，それぞれのメッシュ内の居住する住民の数を示すと，国勢調

査結果に基づく 2010年の圏域の人口の分布状況は図 4のとおりとなります。 

さらに，国立社会保障・人口問題研究所の推計結果を踏まえた 2040年の圏域の人

口の分布状況を試算したところ，その結果は図 5のとおりとなります。 

図 4と図 5を比較すると，2040年には人口の空白地域が各市町で増加するほか，

一定程度人口が集積している地域も縮小する傾向となっており，圏域全体で人口の

減少が進むと見込まれます。 
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図 4 盛岡広域圏における人口分布（2010年） 

 

（出所：総務省「国勢調査（平成 22年）」から国際航業株式会社作成） 
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図 5 盛岡広域圏における人口分布（2040年） 

 

（出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 25年３月推計）をもとに国際航業

株式会社作成） 
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(ｲ) 自然動態 

     圏域の各市町における直近（平成 25年）の合計特殊出生率の状況は，表 2のと

おりです。 

 

表 2 圏域の各市町の合計特殊出生率 

 盛岡市 八幡平市 滝沢市 雫石町 葛巻町 岩手町 紫波町 矢巾町
盛岡

広域圏

合計特殊
出生率
（H25年）

1.33 1.31 1.39 1.22 1.93 1.53 1.41 1.37 1.33

 
（参考１）

全国

（参考２）

岩手県

合計特殊
出生率
（H25年）

1.43 1.46

（出典：岩手県環境保健研究センター「人口動態統計データ」） 

 

     圏域としての合計特殊出生率は，全国や岩手県の値を下回っているものの，葛巻

町や岩手町はこれらの値を上回っています。 

     また，圏域の合計特殊出生率の長期的な推移は，図 6のとおりです。平成 17年

に 1.25まで低下しましたが，その後は 1.3前後で推移しています。 

 

図 6 圏域の合計特殊出生率の長期推移 

 

（出典：岩手県環境保健研究センター「人口動態統計データ」） 
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(ｳ) 社会動態 

     平成 22年の国勢調査の結果を基に圏域における社会移動の状況（表 3及び図 7）

をみると，高校や大学への進学世代で流入超過となっているものの，それより上の

年代で転出超過となっています。特にも 25 歳から 34 歳の U ターン世代を中心に，

就職期，子育て期にある 20代から 30代の流出が大きくなっています。 

 

表 3 圏域における社会移動の状況 

 
親付きの子ど

も世代（5～

14）

高校・大学進

学世代（15～

24）

Ｕターン世代
（25～34）

マイホーム購

入世代（35～

49）

退職前熟年世
代（50～59）

退職後世代
（60～69）

（再掲）25～
59合計

女-他県 ▲ 227 ▲ 987 ▲ 995 ▲ 432 ▲ 168 45 ▲ 1,595

女-県内 301 1,919 ▲ 192 495 ▲ 7 47 296

男-他県 ▲ 263 ▲ 1,204 ▲ 663 ▲ 292 ▲ 20 136 ▲ 975

男-県内 346 1,600 ▲ 213 113 ▲ 262 ▲ 10 ▲ 362

合計 157 1,328 ▲ 2,063 ▲ 116 ▲ 457 218 ▲ 2,636

（出典：総務省「国勢調査（2010年）」） 

 

図 7 圏域における社会移動の状況 

 

（出典：総務省「国勢調査（平成 22年）」） 

 

     圏域全体の社会移動の状況は，前述のとおりですが，同じく平成 22年の国勢調査

結果を基に圏域内の各市町別の社会移動の状況をみると次のような特徴がみられま

す。 
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盛岡市は，盛岡広域圏と同様に，Ｕターン世代の流出が目立っているほか，男女

別及び移動先別でも圏域全体の傾向と同様の動きになっています。 

八幡平市は，男女・県内外ともにほぼ全世代にわたって流出していますが，退職

世代に若干の流入が見られます。 

滝沢市は，ほぼ全世代にわたって流入していますが，Ｕターン世代のみが流出し

ています。男女別及び移動先別では県外に対しては男女ともにほぼ全世代にわたっ

て流出し，県内に対しては男女ともに全世代で流入しています。 

雫石町は，進学世代とＵターン世代を中心に男女・県内外ともに流出しています。 

葛巻町は，進学世代に男女・県内外ともに流出した後，県外からは男女ともに流

入しています。 

岩手町は，男女・県内外ともに全世代にわたって流出しています。 

紫波町は，進学世代に男女・県内外ともに流出した後，Ｕターン世代以降に県内

から流入しています。 

矢巾町は，進学世代に県外へ流出していますが，その後ほぼ全世代にわたって流

入しており，Ｕターン世代の流入超過人数は８市町で最大となっています。 

 

図 8 圏域内の各市町における社会移動の状況 
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（出典：総務省「国勢調査（平成 22年）」） 

 

     また，圏域内の通勤通学の状況については，ほとんどの市町で盛岡市への通勤通

学割合が 0.2を超えており，圏域の住民の一定数が盛岡市へ通勤・通学しています。

盛岡市と圏域内の各市町の結びつきが強いことがうかがえます。 

 

表 4 圏域における通勤・通学の状況 

 八幡平市 滝沢市 雫石町 葛巻町 岩手町 紫波町 矢巾町

15,491 30,282 10,315 3,721 8,164 18,702 15,679

うち自宅等
で従業②

4,035 2,378 2,117 1,215 2,268 3,194 1,785

2,367 14,255 2,990 133 1,612 5,385 6,391

0.21 0.51 0.36 0.05 0.27 0.35 0.46

常住する就業
者・通学者①

盛岡市への通
勤・通学者③

通勤通学割合
 

（注：通勤通学割合＝③／（①‐②）） 

（出所：総務省「国勢調査（平成 22年）」から盛岡市作成） 

 

イ 人口に関する課題 

圏域においては，今後人口の自然減や圏域外への人口の流出超過を原因とする人口

減少，少子高齢化が進むと見込まれます。こうした変化は，経済活動や地域コミュニ

ティの活動など，住民生活に関わる様々な活動に影響を及ぼすと考えられることから，

こうした環境の変化に対応するための取組を進めていくことが求められます。 



み ち の く 盛 岡 広 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン 
 

13 

 

特に，「(ｳ) 社会動態」の項で触れたとおり，圏域全体として高校・大学への進学

世代で転入人口が転出人口を大きく超過していますが，Ｕターン世代を中心に 20代か

ら 30代において転出超過となっており，就職期に転出した世代の再転入などが少なく

なっている状況です。この年代は，子育て期であるほか，経済活動や地域コミュニテ

ィ活動など様々な活動の担い手でもあることから，この年代の人口流出は，圏域の人

口減少，少子高齢社会の進展の主要な要因の一つと考えられるほか，圏域全体の住民

生活の様々な場面に大きな影響を及ぼすことが考えられます。 

圏域として，若年層の圏域外への流出を食い止めていくことが求められています。 

 

(2) 雇用 

ア 雇用の現状 

本ビジョンの策定に先立って平成 26年度に策定された「盛岡広域圏経済戦略（以下

「経済戦略」という。）」においては，前述の若年層の圏域外への流出の要因につい

て雇用の面から分析しています。例えば，高卒者の就職状況についてみると，平成 26

年３月に卒業した岩手県高卒就職者 3,569 名のおよそ３分の１が県外へ就職しており，

さらにそのうちの約６割強が首都圏（東京・千葉・神奈川・埼玉）に就職しています。

岩手県は，全国的に見て県外転出割合が高く，圏域においても同様の傾向にあるもの

と思われます。 

 

図 9 岩手県における高卒就職者の状況（平成 26年３月卒業者：人） 

 

 

また，圏域の産業の特徴の一つとして IT関連産業の集積があることが挙げられます

が，デジタルコンテンツ分野に関連した教育を実施している圏域の大学，専門学校の

卒業生の就職状況をみると，約６割が岩手県外に流出しています。 

  

県内 2,310 

宮城 199 

その他東北
85 

埼玉 78 

千葉 94 

東京 533 

神奈川 117 
その他 153 
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表 5 岩手県におけるデジタルコンテンツ分野の卒業生就職先 

うち県内 うち県外

岩手大学（注１） 125 30 95

岩手県立大学ソフトウェア情報学部 118 29 89

岩手県立産業技術短期大学校（注２） 41 21 20

盛岡情報ビジネス専門学校（注３） 182 109 73

計 466 189 277

教育機関名
就職者計
（人）

 

（注１ 教育学部（美術・デザインコース），工学部（電気電子・情報システム工学科）） 

（注２ 産業デザイン科，情報技術科） 

（注３ 岩手大学と県立大学は大学院卒業生を含む。） 

（出典：岩手県「平成 25年度いわてデジタルコンテンツ産業育成プロジェクト活動方針」） 

 

一方，岩手県内企業の雇用人員 BSI（過剰‐不足）をみるとマイナス幅が拡大して

おり，人手不足感が強まっているというデータもあります。震災復興の需要増に加え，

生産年齢人口の減少の影響によるものと思われ，圏域においても同様の傾向にあると

考えられます。 

 

図 10 県内の雇用人員 BSI（過剰‐不足）の状況 

 

（注：BSI…景況判断指数。企業へのアンケート調査の結果から算出される。） 

（出典：（一社）岩手経済研究所「岩手県内企業景況調査（平成 26年７月）」） 

 

イ 雇用に関する課題 

    圏域の雇用については，人手不足感も強まっているものの，若年層の域外への流出

が著しいことから，現在は雇用の機会はあるものの，何らかの要因で実際に若年層が

圏域内に就職することには結びついていない状況と考えられます。経済戦略では，そ
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の原因について，圏域の特徴の一つでもあるデジタルコンテンツ産業の状況を考察し

たうえで，「高収入や獲得した知識・技術を生かせる職場を求めて」域外に流出して

いると分析しています。この分析や上述のデータは，圏域内の雇用機会が，高収入や

獲得した知識・技術を生かせる職場を求めている圏域内の就職希望者のニーズとマッ

チしていない可能性があると考えられます。 

    経済戦略では，圏域の主要な産業の状況についても分析していますが，そうした主

要産業を中心に，高付加価値化等の取組を進め産業を活性化することなどにより，圏

域内の就職希望者のニーズに近づけ，新たな雇用機会を創出していくことが求められ

ています。 

 

(3) 産業 

ア 産業の現状 

    経済戦略では，圏域内の産業についても分析しています。岩手県内の広域振興圏毎

の第一次，第二次，第三次産業における産出額等をみると，圏域（盛岡広域振興圏）

は，小売業年間販売額が県全体の 41.6％を占めており，第一次，第二次産業に比較し

て金額も大きく，圏域の産業の中心となっています。 

 

図 11 岩手県内の広域振興圏毎の産出額等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：農林水産業「生産農業所得統計（平成 18年）」，経済産業省「工業統計調査（平成 24年）」，経済

産業省「経済センサス（平成 24年）」） 

 

    また，広域振興圏毎の就業者数については，圏域（盛岡広域振興圏）は，第３次産

業の就業者比率が 75.0％で県内他振興圏と比べて高く，全国平均と比べても高くなっ

ています。第１次産業の就業者比率は 8.3％で，県内他振興圏と比べると低くなって

いますが，全国平均と比較すると高くなっています。 
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図 12 広域振興圏毎の就業者割合 

 

（出典：総務省「国勢調査（2010年）」） 

 

    圏域の就業者数の特徴について，全国の平均を１とした場合との比較（特化係数）

でみると，農林業が高く，情報通信業が低くなっています。また，岩手県の平均を１

とした場合との比較では，逆に高くなっています。全国に比較すると農林業が強く，

岩手県の中では，都市型の産業が強い地域であるといえます。 

 

図 13 全国と圏域の産業別就業者数の比較 
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（注：特化係数…産業部門の雇用や生産額の割合を他の地域等と比較し，産業部門ごとの特徴を見るために用

いられる指標の一つ。ある地域における産業部門の雇用や生産額の割合と，国や県など他の地域等における当

該部門の雇用や生産額の割合の比率。） 

（出典：盛岡市「盛岡広域圏経済戦略」） 

 

図 14 岩手県と圏域の産業別就業者数の比較 

 
（出典：盛岡市「盛岡広域圏経済戦略」） 

 

    産業別従事者数からみた圏域の特徴は，上記のとおりですが，圏域の各市町の産業

別従事者数について，岩手県の平均を１とした場合との比較をみると次のような特徴

がみられます。 

    盛岡市は，情報通信，不動産，金融等の分野で係数が高くなっています。 

    八幡平市は，農林業や宿泊，飲食の分野で係数が高くなっています。 

    滝沢市は，公務や学術の分野で係数が高くなっています。 

    雫石町は，農林業や宿泊・飲食の分野で係数が高くなっています。 

    葛巻町は，農林業や複合サービスの分野で係数が高くなっています。 

    岩手町は，農林業で係数が高くなっています。 

    紫波町は，運輸業で係数が高くなっています。 

    矢巾町は，運輸業や卸・小売業で係数が高くなっています。 
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図 15 圏域内の各市町における産業別就業者数（岩手県との比較） 
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（出所：総務省「国勢調査（平成 22年）」をもとに株式会社日本経済研究所作成） 

 

    このほか，経済戦略では，域内純生産についても同様の分析を行っていますが，圏

域全体及び各市町の状況について，おおむね上記と同様の傾向が示されています。 

    圏域全体としては，全国や県と比較すると，情報通信，不動産，金融等や農林業の

分野の特化係数が高く，これらの産業が圏域の強みとなっていると考えられます。ま

た，各市町毎にみると，これらの産業のほか，宿泊，飲食分野，公務，学術分野，運

輸業や卸・小売業の分野などの産業の特化係数が高くなっている市町もあり，圏域と

して様々な分野の産業に特徴があることが示されています。 
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イ 主な産業等 

    圏域の産業等の状況については，経済戦略において詳細な分析がなされており，そ

の現状と課題について次のとおり整理されています。 

(ｱ) 農林業 

    a 現状 

・ 圏域の農業産出額 751億円（平成 18 年度）は，岩手県全体の３割を占めます。

また，圏域は，盛岡市を中心とした県内最大の食料消費地でもあります。 

・ 農業産出額は，東北地方の他の広域圏と比較しても弘前広域圏に次いで高く，

中でも畜産の産出額が多くなっています。 

 

図 16 東北の広域圏における農業産出額 

 

（注：西目屋村と田舎館村（いずれも弘前広域圏）の畜産の数値は秘匿されているため，算入していない（加

工農産品を除く）） 

（出所：農林水産省「生産農業所得統計（平成 18年）」より(株)日本経済研究所作成） 

 

・ 林業は，岩手県の森林面積が全国第２位，素材生産量が第３位となっており，

圏域の素材生産量は，県全体の 16.2％を占めています。 

    b 課題 

・ 高齢化や後継者不足が深刻化してきており，農地の維持と持続可能な農業の維

持に向け，担い手の育成・確保が課題となっています。林業においても，同様の

課題があります。 

・ 所得の安定に向けて，６次産業化などによる農畜産物の高付加価値化や地産地

消の推進，販路拡大が課題となっています。 

・ 新規就農に向けた相談が徐々に増えてきており，相談窓口の設置や新規就農者

同士の交流機会の提供などの受入態勢の充実が求められています。 
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・ 林業従事者数が減少し，管理されていない私有林が増加しています。 

・ 戦後に植林した人工林資源が利用可能な段階に入りつつありますが，材価が低

迷する中，森林所有者の林業への関心が低下しています。 

 

(ｲ) 製造業等 

    a 現状 

・ 圏域の製造業の製造品出荷額は，2,715億円（平成 24年）で，県南広域振興圏

の１兆 5,801 億円と比較すると大きな差があります。また，平成 15年の圏域の製

造品出荷額 4,272 億円と比較しても，36.4％減少しています。 

・ 付加価値額の内訳では，食料品製造業が最も多く，全体の３割強を占めていま

すが，食料品製造業の付加価値生産性（一人当たり付加価値）は，圏域内の他の

産業と比べて低くなっています。 

 

図 17 圏域における製造業等の付加価値生産性 
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・ 高等教育機関や試験研究機関の集積があることを背景に，近年，IT関連企業の

進出がみられ，新たな集積を形成しつつあります。東北６県の都市との比較では，

従業者数及び事業所数において，仙台市に次ぐ集積となっています。 

    b 課題 

・ 復興需要による堅調さが見られるものの，製造品出荷額等は，減少傾向にあり

ます。 

    ・ 食料品製造業など圏域の主要な業種の一人当たり付加価値額は，全国平均を下

回っており，労働生産性が低い状況にあります。 

・ 事業者の新製品開発等に対する支援や高付加価値を生み出すための人材の育成

が求められています。 

・ 圏域には，東北で第２位のＩＴ関連企業の集積があります。これは，産学官が

連携して，高度ＩＴ技術者養成を図ってきた成果であると言えます。しかし，地

域に高度な技術を生かす働き場が十分になく，有能な人材が域外に流出していま

す。 

(ｳ) 観光 

    a 現状 

・ 岩手山麓や八幡平・安比エリアの優れた自然景観や温泉資源，盛岡市をはじめ

とするまちなかの観光資源や歴史資源などを生かして，滞在型観光や回遊型観光

が推進されています。 

・ 観光客入込数は，東日本大震災により一時的に落ち込みましたが，現在は回復

基調にあり，平成 25年度の観光客入込数は，2,894万人回となっています。 

・ 日帰り・宿泊の別では，宿泊客がほぼ横ばいとなっている一方で，日帰り客は，

県内の日帰り客が半減するなど落ち込みが激しい状況です。 

・ 外国人観光客については，東日本大震災で大きく落ち込んだ後は回復傾向にあ

り，最も多い台湾からの観光客は，順調に回復してきています。一方で，韓国や

中国，香港からの観光客は，震災前の３割程度にとどまっています。 

  



み ち の く 盛 岡 広 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン 
 

23 

 

図 18 外国人観光客入込数（地域別，発地別） 

 
（出典：岩手県「岩手県観光統計概要（平成 25年度）」） 

 

・ スキー客入込推移については，国内スキー人口が減少する中，100万人回程度

の水準を維持しています。 

    b 課題 

・ 公共交通拠点からの広域圏への観光地への移動は，各市町において一部対策を

講じているものの利用が芳しくないなどの課題があり，滞在型の観光を推進する

上で，２次交通の整備が課題となっています。 

    ・ 東アジア諸国などを中心とした外国からの観光客の増加が今後期待されること

から，観光情報の効果的な発信及び案内板などの多言語表記が求められています。

また，外国人観光客には，情報の入手や発信を手軽に行うことができる公衆無線

LAN環境の充実に対するニーズが高いことから，Wi-Fiスポットの整備などの受入

環境を整えることも求められています。 

    ・ 健康やスポーツ，農業体験など特定のテーマと観光を組み合わせたニューツー

リズムの人気が高まっており，圏域の特徴を生かした振興が求められています。 

(ｴ) 小売業 

    a 現状 

・ 圏域の小売業年間販売額は，4,729億円で県全体の 41.6％となっており，小売

業が金額・割合ともに圏域の産業の中心となっていますが，年間販売額は，時系

列で見ると減少傾向にあります。 

・ 仙台市を除く東北地方の他の広域圏との比較では，郡山に次ぐ小売業年間販売

額となっており，一人当たり販売額では最多になっています。 
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図 19 東北の広域圏における小売業年間販売額 

 

（注：蓬田村（青森圏），田子町（八戸圏），浅川町（郡山圏），大玉村（福島圏）の数値は秘匿されている

ため，算入していません。） 

（出所：経済産業省「経済センサス（平成 24年）」，総務省「国勢調査（平成 22年）」より(株)日本経済研

究所作成） 

 

    b 課題 

・ 小売業の多くは，圏域内の住民・法人向を顧客とするものであり，人口増加に

より成長が支えられてきた側面があります。今後，人口減少が進む中にあっては，

域外への移出や観光業との連携などによる外貨獲得が課題となります。 

(ｵ) エネルギー 

    a 現状 

・ 豊富な自然資源と各地域の特色を生かして，太陽光発電やバイオマス，地熱な

どの発電再生可能エネルギーの活用が進められています。民間の研究機関の調査

によれば，岩手県の再生可能エネルギーによるエネルギー自給率（民生用・農林

水産業用）は，全国で第７位と上位に位置し（表 6），市町別では，雫石町，葛

巻町及び八幡平市が県内の上位３位までを占めています（表 7）。 
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表 6 都道府県における再生可能エネルギーによるエネルギー自給率 

（民生用・農林水産業用）（平成 24年３月末時点） 

順位 都道府県
自給率
（％）

太陽光
発電

風力発電 地熱発電
小水力
発電

バイオマス
発電

太陽熱
利用

地熱利用
バイオマス
熱利用

1 大分県 22.9 7 25 1 9 3 4 1 37

2 秋田県 18.5 47 3 2 3 9 40 4 3

3 富山県 16.6 38 29 9 1 21 42 14 34

4 長野県 13.8 4 38 9 2 23 12 6 27

5 青森県 13.7 45 1 9 15 33 44 2 22

6 鹿児島県 11.3 15 4 4 21 19 10 3 13

7 岩手県 11.2 34 13 3 14 26 33 8 2

8 島根県 10.0 26 2 9 11 17 13 25 32

9 福島県 9.5 31 8 5 10 10 31 10 15

10 鳥取県 9.2 32 9 9 5 33 9 11 18  

（出所：認定 NPO法人環境エネルギー政策研究所「永続地帯 2013年版報告書」より(株)日本経済研究所作成） 

 

表 7 圏域内各市町における再生可能エネルギーによるエネルギー自給率 

（民生用・農林水産業用）（平成 24年３月末時点） 

市町村 自給率（％） 県内順位 全国順位

雫石町 206.92 1 19

葛巻町 114.14 2 45

八幡平市 96.91 3 54

岩泉町 68.03 4 N.A.

大槌町 31.49 5 N.A.

紫波町 3.89 17 N.A.

盛岡市 2.80 19 N.A.  

（出所：認定 NPO法人環境エネルギー政策研究所「永続地帯 2013年版報告書」より(株)日本経済研究所作成） 

 

b 課題 

・ 圏域として自給率の高さを生かした取組を実施することにより地域経済の活性

化等に寄与できる可能性があり，検討が必要と思われます。 

 

ウ 産業に関する課題 

圏域には，それぞれの市町ごとに特長を生かした産業がありますが，第一次産業で

ある農林業では担い手の不足が課題となっており，第二次産業では主要な産業で労働

生産性が低い状況にあり，その中でもデジタルコンテンツ産業では人材の流出が見ら

れることが課題となっています。現状では，産業規模を拡大し，圏域の経済成長に寄

与することは難しく，「高収入や獲得した知識・技術を生かせる職場を求めて」いる

圏域内の就職希望者のニーズに沿った雇用の機会を確保することも難しいと考えられ

ます。 
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また，主要な第三次産業である小売業については，その産業規模の拡大が人口増加

に支えられてきている側面があるとされており，今後，圏域の人口が減少する中で産

業規模を拡大していくためには，新たな視点からの取組も必要になるものと考えられ

ます。観光やエネルギーの分野についても，これから新たな取組が求められている状

況です。 

全体として，圏域の主な産業については，圏域内の各市町の特長が生かされている

ものの，付加価値額や市場規模，担い手など様々な面から産業規模が縮小傾向にある

ことから，新たな事業の創出や生産性，付加価値額の向上，ひいては圏域全体の経済

成長や圏域に求められる雇用機会の創出などに資する対策が求められています。 

(4) 都市機能の集積 

ア 都市機能の集積に関する現状 

圏域には，医療，教育，文化，スポーツ等様々な分野で暮らしに関わる公的サービ

スを提供するための都市機能が集積しています。主な都市機能の集積状況は，次のと

おりです。 

(ｱ) 医療 

都市機能 施設名 

第三次救急医療施設 〔盛岡市〕岩手県高度救命救急センター 

第二次救急医療施設（病

院輪番制参加施設） 

〔盛岡市〕岩手県立中央病院，盛岡赤十字病院，岩手医科大学附

属病院，盛岡市立病院，遠山病院，栃内病院，高松病院，盛岡

友愛病院，川久保病院，盛岡繋温泉病院，国立病院機構盛岡病

院，八角病院 

休日夜間急患センター 〔盛岡市〕盛岡市夜間急患診療所 

 

がん診療連

携拠点病院 

都道府県 〔盛岡市〕岩手医科大学附属病院 

地域 〔盛岡市〕岩手県立中央病院 

精神科救急医療施設 〔盛岡市〕岩手医科大学附属病院，ひめかみ病院，三田記念病院，

盛岡観山荘病院，未来の風せいわ病院 

〔紫波町〕平和台病院 

認知症疾患医療センタ

ー 

〔盛岡市〕岩手医科大学附属病院 

周産期母子医

療センター 

総合 〔盛岡市〕岩手医科大学附属病院 

地域 〔盛岡市〕岩手県立中央病院，盛岡赤十字病院 

第三次小児救急医療施

設 

〔盛岡市〕岩手県高度救命救急センター 

第二次小児救急医療施

設（小児輪番制参加施設） 

〔盛岡市〕岩手県立中央病院，盛岡赤十字病院，岩手医科大学附

属病院，川久保病院，もりおかこども病院 

災害拠点病院 基幹 〔盛岡市〕盛岡赤十字病院，岩手医科大学附属病院 

地域 〔盛岡市〕岩手県立中央病院 

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」）  
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図 20 人口分布と圏域の二次救急医療施設の立地状況 

 
（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 医療施設のうち，圏域の第二次救急医療施設の立地状況と圏域の平成 22 年の人口分布を重

ねると図 20のとおりとなります。圏域の第二次救急医療施設は，全て盛岡市に立地してい

ますが，立地場所は，特に人口が集積している地域となっています。このほか，三次救急医

療施設や休日夜間急患センターも盛岡市に立地しており，盛岡市が圏域の医療サービスの中

心的な役割を担っています。ただし，三次救急医療施設である岩手県高度救命救急センター

は，矢巾町への移転が予定されています。  
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図 21 15歳未満人口分布と圏域の第二次小児救急医療施設の立地状況 

 

（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 圏域の第二次小児救急医療施設も，全て盛岡市に立地しています。図 21 では，平成 22年

の圏域の 15歳未満人口の分布と第二次小児救急医療施設の立地状況を重ねて表示していま

すが，第二次小児救急医療施設も 15歳未満人口が集積している地域に立地していることがわ

かります。  
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(ｲ) 福祉 

都市機能 施設数  都市機能 施設数 

介護老人福祉施設 34  有料老人ホーム 82 

介護老人保健施設 23  認可保育所 115 

介護療養型医療施設 10    

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」） 

 

(ｳ) 教育 

都市機能 施設名又は施設数 

大学 〔盛岡市〕岩手医科大学，岩手大学 

〔滝沢市〕岩手県立大学，盛岡大学 

大学院 〔盛岡市〕岩手医科大学大学院，岩手大学大学院 

〔滝沢市〕岩手県立大学大学院 

短期大学 〔滝沢市〕岩手看護短期大学，岩手県立大学盛岡短期大学部，盛岡

大学短期大学部 

専修学校 22 

その他 〔矢巾町〕岩手県立産業技術短期大学校 

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」） 

 

(ｴ) 社会教育（スポーツを除く） 

都市機能 施設名 

公立図書館 〔盛岡市〕岩手県立図書館，盛岡市立図書館，盛岡市都南図書館，

盛岡市渋民図書館  

〔八幡平市〕八幡平市立図書館 

〔滝沢市〕湖山図書館 

〔雫石町〕雫石町立図書館 

〔岩手町〕岩手町立図書館 

〔紫波町〕紫波町図書館 

博物館等 〔盛岡市〕岩手県立博物館，岩手県立美術館，盛岡市子ども科学館，

盛岡市先人記念館，深沢紅子野の花美術館，盛岡市遺跡の学び館，

もりおか歴史文化館，原敬記念館，盛岡市都南歴史民俗資料館，

石川啄木記念館，盛岡市玉山歴史民俗資料館，盛岡てがみ館，盛

岡市動物公園，もりおか町家物語館，下町資料館，岩手大学農学

部農業教育資料館，岩手大学ミュージアム 

〔八幡平市〕八幡平市博物館，八幡平市西根歴史民俗資料館，八幡

平市松尾鉱山資料館 

〔滝沢市〕滝沢市埋蔵文化財センター 

〔雫石町〕雫石町歴史民俗資料館 

〔葛巻町〕葛巻町郷土資料展示室 

〔岩手町〕岩手町立石神の丘美術館 

〔紫波町〕野村胡堂・あらえびす記念館 
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都市機能 施設名 

〔矢巾町〕矢巾町歴史民俗資料館 

文化施設 〔盛岡市〕岩手県民会館，岩手県公会堂，盛岡市民文化ホール，盛

岡市都南文化会館，盛岡市渋民文化会館，盛岡劇場 

〔滝沢市〕滝沢ふるさと交流館 

〔雫石町〕雫石町中央公民館野菊ホール 

〔矢巾町〕矢巾町文化会館 

その他の社会教育施

設 

〔盛岡市〕盛岡市立区界高原少年自然の家，志波城古代公園，もり

おか女性センター 

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」） 
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図 22 人口分布と圏域の公立図書館の立地状況 

 

（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 社会教育施設のうち，圏域の公立図書館の立地状況と圏域の平成 22年の人口分布を重ねて

表示したのが図 22です。こちらも比較的人口が集積している地域に整備されていますが，

医療施設が盛岡市に集中して立地していたのに対し，市町毎に人口が集積している地域に配

置されています。公立図書館は，各市町が整備を進めてきたため，このような立地状況にな

っているものと考えられます。 
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図 23 人口分布と圏域の文化施設の立地状況 

（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 また，圏域の文化施設の立地状況と圏域の平成 22年の人口分布を重ねて表示したのが図 

23ですが，こちらも各市町が整備を進めており，整備に多額の費用を要することから，圏域

内でも整備されている市町とそうでない市町があります。盛岡市には圏域内でも座席数の多

い文化施設が立地していますが，これは人口の集積が多いことや交通の結節点となっており，

文化施設に対する需要が大きいためであると考えられます。  
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(ｵ) スポーツ 

都市機能 施設名 

運動広場 A 

敷地面積 10,000平

方メートル以上 

〔盛岡市〕岩手県営運動公園（陸上競技場，補助競技場，ラグビー場，

サッカー場，野球場），北上川公園運動広場，盛岡市立綱取スポーツ

センター運動広場，盛岡南公園球技場，盛岡市渋民運動公園陸上競技

場，盛岡市立玉山運動場，盛岡市立つなぎ多目的運動場 

〔八幡平市〕八幡平市総合運動公園多目的運動広場，八幡平市ラグビー

場，八幡平市鬼清水球技場，八幡平市中山ラグビー場，八幡平市松尾

総合運動公園多目的運動場，八幡平市安代グラウンド，八幡平市田山

グラウンド 

〔滝沢市〕滝沢総合公園陸上競技場，滝沢市営大釜運動場，滝沢市営小

岩井運動場 

〔雫石町〕雫石町営鶯宿運動場，雫石町営御明神運動場，雫石総合運動

公園陸上競技場， 

〔葛巻町〕葛巻町総合運動公園運動広場 

〔岩手町〕岩手町総合運動公園（ホッケー場，総合グラウンド） 

〔紫波町〕紫波運動公園（陸上競技場，桜町河川グラウンド），岩手県

フットボールセンター 

運動広場 B 

敷地面積 1,000平方

メートル以上 

〔盛岡市〕ふれあいランド岩手（陸上競技場，ゲートボールコート），

北上川公園運動広場ゲートボール場，盛岡市屋内ゲートボール場，盛

岡市立東中野運動広場，盛岡市立乙部運動広場 

〔滝沢市〕滝沢市北部コミュニティセンターゲートボール場 

〔雫石町〕雫石総合運動公園グラウンドゴルフ場，雫石町ゲートボール

場 

〔葛巻町〕葛巻町総合運動公園ゲートボールコート，馬淵川さくら公園

ゲートボール場 

〔紫波町〕温泉保養公園多目的広場 

〔矢巾町〕矢巾町屋内ゲートボール場，矢巾町屋外ゲートボール場，ペ

タンク広場，さわやかハウスゲートボール場，さわやかハウスパター

ゴルフ場，矢巾町屋外活動施設マレットゴルフ場，ゆうゆう広場 

コート 〔盛岡市〕岩手県営運動公園テニスコート，ふれあいランド岩手テニス

コート，盛岡市立太田テニスコート，松園中央公園テニスコート，盛

岡市立松園テニスコート，盛岡市立綱取スポーツセンターテニスコー

ト，盛岡市立東中野運動広場テニスコート，盛岡市岩洞湖家族旅行村

テニスコート，盛岡市立好摩テニスコート 

〔八幡平市〕八幡平市平舘ふれあい広場テニスコート，八幡平市松尾テ

ニスコート 

〔滝沢市〕滝沢市東部テニスコート，滝沢総合公園テニスコート 

〔雫石町〕御所大橋運動広場テニスコート，雫石町営テニスコート 

〔岩手町〕岩手町総合運動公園テニスコート 

〔葛巻町〕葛巻町総合運動公園テニスコート 

〔紫波町〕紫波運動公園テニスコート，温泉保養公園テニスコート 

〔矢巾町〕広宮沢公園テニスコート 
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都市機能 施設名 

野球場 〔盛岡市〕岩手県営野球場，盛岡市営野球場，少年野球場（下太田稲荷

向），少年野球場（下太田下川原），盛岡市太田橋野球場，盛岡市渋

民運動公園野球場，盛岡市渋民野球場 

〔八幡平市〕八幡平市三ツ森グラウンド，八幡平市総合運動公園野球場，

八幡平市中山野球場 

〔滝沢市〕滝沢総合公園野球場 

〔雫石町〕雫石町営野球場，御所大橋運動広場野球場 

〔岩手町〕岩手町野球場 

〔葛巻町〕葛巻町総合運動公園野球場 

〔紫波町〕紫波運動公園野球場 

〔矢巾町〕矢巾町総合グラウンド，広宮沢公園野球場，鹿妻公園 

体育館 

床面積 720平方

メートル以上 

〔盛岡市〕岩手県営体育館，岩手県勤労身体障がい者体育館，ふれあい

ランド岩手，盛岡市アイスアリーナ，盛岡市都南体育館，盛岡体育館，

盛岡市渋民運動公園総合体育館，盛岡市好摩体育館 

〔八幡平市〕八幡平市いこいの村岩手体育館，八幡平市西根地区体育館，

八幡平市総合運動公園体育館，八幡平市松尾総合運動公園多目的屋内

運動場，八幡平市安代地区体育館 

〔滝沢市〕滝沢市東部体育館，滝沢勤労者体育センター，滝沢総合公園

体育館 

〔雫石町〕雫石町営体育館 

〔葛巻町〕葛巻町社会体育館 

〔岩手町〕岩手町体育館，岩手町スポーツ文化センター 

〔紫波町〕紫波町総合体育館，紫波町多目的スポーツ施設 

〔矢巾町〕矢巾町民総合体育館 

水泳プール 〔盛岡市〕ふれあいランド岩手プール，盛岡市都南中央公園プール，盛

岡市立総合プール，盛岡市渋民運動公園 B＆G海洋センタープール 

〔八幡平市〕八幡平市松尾 B＆G海洋センター 

〔雫石町〕岩手県営屋内温水プール 

〔矢巾町〕南昌グリーンハイツ 

柔剣道場 〔盛岡市〕岩手県営武道館，盛岡市立武道館，盛岡市渋民運動公園総合

体育館柔剣道場，盛岡市好摩体育館柔道場 

〔八幡平市〕八幡平市松尾柔剣道場，八幡平市寺田柔剣道場 

〔滝沢市〕滝沢市東部体育館柔剣道室，滝沢総合公園体育館柔剣道室 

〔葛巻町〕葛巻町社会体育館柔剣道場 

〔岩手町〕岩手町柔剣道場 

〔紫波町〕紫波町総合体育館柔剣道室 

〔矢巾町〕矢巾町民総合体育館柔剣道室 

弓道場 〔盛岡市〕岩手県営武道館，盛岡市弓道場 

相撲場 〔盛岡市〕岩手県営武道館，盛岡市立好摩相撲場 

〔八幡平市〕八幡平市西根相撲練習場，八幡平市松尾相撲場 

〔雫石町〕雫石町営御明神相撲場 

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」）  
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図 24 人口分布と圏域の運動広場 Aの立地状況 

（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 スポーツ施設のうち，圏域の運動広場 Aの立地状況と圏域の平成 22年の人口分布を重ねて

表示したものが図 22ですが，スポーツ施設は，他の分野の施設と比べて圏域に多く立地し

ています。運動広場 Aは，これまで図示してきた圏域の他の分野の施設と比べても施設数が

多く，他の施設が立地していない地域にも立地しています。こうした集積状況は，圏域の特

徴の一つであると考えられます。  
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図 25 人口分布と圏域の体育館の立地状況 

 
（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 また，スポーツ施設のうち，圏域の体育館の立地状況と圏域の平成 22年の人口分布を重ね

て表示したものが図 25です。体育館も圏域内に多くの施設が立地しています。 
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(ｶ) 産業振興 

都市機能 施設名又は施設数 

主要コンベンション施

設 

〔盛岡市〕アイーナ（岩手県民情報交流センター），岩手県民会館，

ふれあいランド岩手，岩手県営体育館，岩手県営武道館，盛岡市ア

イスアリーナ，盛岡市民文化ホール，マリオス（盛岡地域交流セン

ター），盛岡市中央公民館，盛岡劇場，盛岡市勤労福祉会館，岩手

教育会館，都南公民館・都南文化会館，盛岡市総合福祉センター，

プラザおでって（盛岡市観光文化交流センター），盛岡市上田公民

館，盛岡市西部公民館，盛岡体育館，岩手県公会堂，岩手県産業会

館，盛岡商工会議所会館，岩手県自治会館，岩手県水産会館，岩手

県森林組合会館，大通会館リリオ，岩手県高校教育会館，盛岡市中

央卸売市場 

〔滝沢市〕アピオ（岩手産業文化センター），滝沢ふるさと交流館，

滝沢市総合運動公園体育館，国立岩手山青少年交流の家（再掲） 

〔雫石町〕雫石町立中央公民館，雫石町営体育館 

〔矢巾町〕矢巾町文化会館 

ショッピングセンター 〔盛岡市〕サンビル，フェザン，イオンモール盛岡，イオンモール盛

岡南，盛岡南ショッピングセンターサンサ，イオン盛岡渋民ショッ

ピングセンター，クロステラス盛岡 

〔紫波町〕盛岡南ショッピングセンターNACS（ナックス） 

〔矢巾町〕矢巾ショッピングセンター・ショッピングモール アルコ 

百貨店 〔盛岡市〕パルクアベニュー・カワトク，アネックスカワトク 

金融機関（圏域内に本

店があるもの） 

〔盛岡市〕岩手銀行，北日本銀行，東北銀行，盛岡信用金庫 

インキュベーション

（起業支援）施設 

〔盛岡市〕盛岡市産業支援センター，盛岡市産学官連携研究セン 

ター，盛岡市新事業創出支援センター 

産学官連携施設 〔盛岡市〕盛岡市産学官連携研究センター（再掲），盛岡市新事業創

出支援センター（再掲），岩手大学地域連携推進センター 

〔滝沢市〕岩手県立大学地域連携研究センター，滝沢市 IPUイノベー

ションセンター，IPU第２イノベーションセンター 

再生可能エ

ネルギー発

電施設（出

力 1,000kW

以上） 

太陽光 〔盛岡市〕サンサンみたけ，ソーラーガーデン姫神，メガソーラー（盛

岡市） 

〔滝沢市〕チャグチャグソーラーファーム 

〔雫石町〕メガソーラー（雫石町） 

〔岩手町〕サンサンうきうきソーラーパーク 

〔矢巾町〕シリウスグループ太陽光矢巾第一発電所・第二発電所 

風力 〔葛巻町〕エコ・ワールドくずまき風力発電所，グリーンパワーくず

まき風力発電所 

地熱 〔八幡平市〕松川地熱発電所 

〔雫石町〕葛根田発電所１号，２号 
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都市機能 施設名又は施設数 

水力 〔盛岡市〕米内発電所，岩洞第一発電所，岩洞第二発電所，四十四田

発電所，御所発電所 

〔八幡平市〕北ノ又発電所，北ノ又第二発電所，松川発電所，柏台発

電所 

〔雫石町〕葛根田第一発電所，葛根田第二発電所 

バイオ

マス 

〔盛岡市〕クリーンセンター 

〔滝沢市〕清掃センター（滝沢・雫石環境組合） 

〔矢巾町〕清掃センター（盛岡・紫波地区環境施設組合） 

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」） 
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図 26 人口分布と圏域のコンビニエンスストアの立地状況 

 

（出所：国際航業株式会社作成） 

 

 産業振興に関する施設は，多くが盛岡市に立地しており，表には記載がありませんが，食

料品等の日常の買物が困難ないわゆる「買い物弱者」への対策等の面から注目されているコ

ンビニエンスストアの立地状況と圏域の平成 22年の人口分布を重ねて表示したものが図 26

です。立地状況は，圏域内の比較的人口が集積している地域に概ね対応しており，圏域にお

いても住民生活に身近な施設となっていると推測されます。  
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(ｷ) 交通 

都市機能 施設名 

駅 JR東北新幹

線 

〔盛岡市〕盛岡駅 

〔岩手町〕いわて沼宮内駅 

JR秋田新幹

線 

〔盛岡市〕盛岡駅 

〔雫石町〕雫石駅 

JR東北本線 

 

〔盛岡市〕盛岡駅，仙北町駅，岩手飯岡駅 

〔矢巾町〕矢幅駅 

〔紫波町〕古館駅，紫波中央駅，日詰駅 

JR 山田線 〔盛岡市〕盛岡駅，上盛岡駅，山岸駅，上米内駅，大志田駅，浅岸駅 

JR 花輪線 

 

〔盛岡市〕好摩駅 

〔八幡平市〕東大更駅，大更駅，平舘駅，北森駅，松尾八幡平駅，安比

高原駅，赤坂田駅，小屋の畑駅，荒屋新町駅，横間駅，田山駅，兄畑

駅 

JR田沢湖線 

 

〔盛岡市〕盛岡駅 

〔滝沢市〕大釜駅，小岩井駅 

〔雫石町〕雫石駅，春木場駅，赤渕駅 

JR 貨物 〔盛岡市〕盛岡貨物ターミナル駅 

IGRいわて

銀河鉄道 

〔盛岡市〕盛岡駅，青山駅，厨川駅，渋民駅，好摩駅 

〔滝沢市〕巣子駅，滝沢駅 

〔岩手町〕岩手川口駅，いわて沼宮内駅，御堂駅 

長距離

バス路

線 

県内 

 

盛岡‐九戸・久慈，盛岡‐水沢・千厩・室根，盛岡‐二戸，盛岡‐花巻

空港，盛岡‐龍泉洞，盛岡‐大船渡，盛岡‐久慈，盛岡‐宮古・山田，

盛岡‐沼宮内，盛岡‐八幡平，盛岡‐安比高原，盛岡‐小岩井農場・網

張温泉，盛岡‐つなぎ・鶯宿・西和賀，盛岡‐釜石・大槌 

県外 盛岡‐東京，盛岡‐横浜，盛岡‐八戸，盛岡‐青森，盛岡‐弘前，盛岡

‐花輪大舘，盛岡‐仙台，紫波中央‐池袋 

インターチェンジ 〔盛岡市〕盛岡 IC，盛岡南 IC 

〔滝沢市〕滝沢 IC 

〔八幡平市〕西根 IC，松尾八幡平 IC，安代 IC 

〔紫波町〕紫波 IC 

道の駅 〔八幡平市〕にしね 

〔雫石町〕雫石あねっこ 

〔葛巻町〕くずまき高原 

〔岩手町〕石神の丘 

〔紫波町〕紫波 

（出典：盛岡市「連携中枢都市宣言書」） 

 

イ 都市機能の集積に関する課題 

都市機能に関する施設は，住民ニーズ等を踏まえ，各市町単位で整備してきている

ものが多いと考えられる一方で，圏域という視点からみると，都市機能の種類によっ
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ては立地場所が偏っている等の理由から，現状よりも更に有効に活用できる余地があ

ると考えられます。各市町による活用に加え，圏域としての視点から，これらの都市

機能をより有効に活用していくことが課題となっています。 

 

(5) 盛岡広域圏の強みや弱み 

盛岡市は，本ビジョンの策定に先立ち，平成 26年度に「盛岡広域圏社会経済動態調査」

を実施しており，圏域の強みや弱みについて SWOT分析（※43 ページ注）を行い整理しています。

本ビジョンにおけるこれまでの現状と課題の整理も踏まえつつ，この分析結果を示すと

次ページの表 8のとおりです。 

強みとしては，都市機能の集積や交通の結節点となっていることによる拠点性や豊富

な自然資源やスキー場，温泉等の観光資源を有すること，IT産業の集積があることなど

が挙げられています。 

一方，弱みとしては，高収入や獲得した地域・技術を生かせる就労機会が少ないこと

や食品製造業の付加価値生産性の低さ，人口増・経済規模の拡大が成長の前提となる三

次産業中心の産業構造が残ることなどが挙げられています。 

このほか，機会として，地方創生の動きの本格化や産業における新たな技術の開発や

制度導入が，脅威として，人口の減少や TPPによる農業への影響など，産業を取り巻く

環境の変化等が挙げられています。 

盛岡広域圏社会経済動態調査では，この SWOT分析結果を踏まえ，圏域の強みである優

れた観光資源と拠点性を生かした外国人観光客の受入の強化や同じく圏域の強みである

農林業や地域独自の食文化等を生かした農業や食品製造業の高度化等，盛岡広域圏の取

組に関する今後の方向性を示しています。さらに，こうした方向性に基づく取組を進め

る上で，地域の産業構造を「組み合わせ型」から「すり合わせ型」へ転換し，地域内の

様々な資源を連携させていくことが重要であると分析しています。 

 

図 27 組み合わせ型からすり合わせ型への産業構造転換のイメージ 

（出所：日経研・岩手経済・ほくとう特定共同企業体「盛岡広域圏社会経済動態調査報告書」を一部修正） 

  

組み合わせ型 すり合わせ型

清酒 清酒

米 アルコール杜氏 酒米 酒質

相互調整が必要

社長がコーディ
ネートして製造

相互調整は不要

JA,酒造組合
経由 海外産

品質管理
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表 8 盛岡広域圏の SWOT分析結果（平成 26年度に実施した社会動態調査結果を一部修正） 

内

部

環

境 

強み（Ｓ） 弱み（Ｗ) 

○都市機能の集積 

・拠点性（県内，北東北） 

○豊かな自然資源 

・地盤の強固さ 

・潤沢な水資源 

・豊富な森林資源 

・自然エネルギーの積極的な活用 

○観光資源 

・優れた自然景観 

・スキー場の集積 

・温泉の集積 

○農林業 

・県の３割を占める産出額 

・食肉加工や洋菓子生産を支える畜産業の

ウエイトの高さ 

○産業集積 

・IT 産業の集積 

・産学官連携（IT）の実績 

・地域独自の食文化を背景としたパン・麺

製業の優位性 

・国際リニアコライダー誘致の取組 

○産業構造 

・良質な（高給な）就労機会が少ない 

・食品製造業の付加価値生産性の低さ 

・食品以外の製造業集積の薄さ 

・域内を対象とした 3次産業中心の産業

構造（人口増，経済規模の拡大が成長

の前提となる産業構造） 

・人口増加，大量生産時代の分業構造 

・女性や若者の活躍の機会が少ない 

外

部

環

境 

機会（Ｏ） 脅威（Ｔ） 

○世界的な環境の変化 

・グローバル化の進展 

・円安の進行 

・BCP（事業継続計画）対策，危機管理 

○国内環境の変化 

・東北新幹線の北海道延伸 

・政府による地方創生（まち・ひと・しご

と創生）の動き 

○産業構造の変化 

・農業大規模化 

・一次産業流通の進化（直売所，農協） 

・清酒等米利用食品の成長（食米以外のチ

ャンス拡大） 

・第三世代植物工場の整備進展 

・新たな食品機能性表示制度の導入 

・新製材規格（CLT）工場の勃興 

○人口構造の変化 

・全国的な人口減少の進展 

・就職を契機とした若年人口の流出 

・少子化の進行 

・晩婚化や未婚の拡大 

・消滅自治体の増加 

○国内環境の変化 

・東京集中の加速 

○産業構造の変化 

・食米価格の下落 

・TPP による影響 

・上記による一次産業の衰退の懸念 

（出所：日経研・岩手経済・ほくとう特定共同企業体「盛岡広域圏社会経済動態調査報告書」を一部修正）  



み ち の く 盛 岡 広 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン 
 

43 

 

(6) 現状と課題のまとめ 

本項における考察から，圏域の特長や課題については，次のとおりと考えられます。 

ア 特長 

圏域は，北東北の交通の結節点となっているほか，高等教育機関や研究機関など高

度な都市機能が集積しており，この集積を生かした産学官連携や IT 産業の振興等の取

組が進んでいます。また，豊かな自然と優れた観光資源を有し，観光客入込数が年間

およそ 1,000万人回と県全体のおよそ 36％に上るほか，質の高い農畜産物が数多く生

産されています。高いレベルで都市機能と農山村機能の両面が発揮され，両者のバラ

ンスが取れた地域であることが，この圏域の強みであるといえます。 

イ 課題 

人口減少や少子高齢社会の進展に伴い，社会経済がこれまでの人口増や経済成長を

前提とした構造から大きく転換しつつあります。これに対応するためには，従来の取

組のみならず，これまでの取組への反省や価値観の転換まで視野に入れた，新たな視

点での取組も必要となると考えられます。 

例えば，全国的に，高度経済成長，人口増の時代に整備が進められてきた公共施設

について，人口減少時代を迎える中で全ての施設をこれまで通り維持・更新していく

ことは困難となってきています。圏域においても，各市町が整備を進めてきた公共施

設について，圏域内の住民が相互に利用することを可能とすることなどに取り組むこ

とで，公共施設に対する圏域内の住民の利便性を確保しつつ，各市町が保有する公共

施設の総量を適正化することや，負担する維持・更新費用を抑制していくことが考え

られます。また，産業分野では，異業種連携やこれまでつながりがなかった人や企業

のマッチングなどの取組により，圏域に新たな産業やサービスを興すことや，付加価

値生産性の向上につなげていくことが考えられます。 

特に，圏域においては，子育て期であり経済活動や地域コミュニティ活動など，様々

な活動の担い手でもある若年層の圏域外への流出が大きいことから，この年代を中心

に圏域外への流出を少しでも抑制していくことが求められます。 

そのためには，圏域内の就業希望者のニーズに沿った働く場の確保が求められます

が，圏域の主要な産業の現状をみると，担い手の不足や全国と比較した場合の付加価

値生産性の低さ，市場規模の縮小などの課題があり，現状のままでは働く場の確保が

難しい状況にあると考えられます。 

 

※注：SWOT分析 

  組織や個人が，設定された目標を実現するための意思決定を行う際に，組織等を取り巻く外部環境や内部

環境を強み（Strengths），弱み（Weaknesses）,機会（Opportunities），脅威（Threats）の４つのカテゴ

リに分けて分析しそれぞれのカテゴリに属する要因を明らかにして，目標の実現に向けた対策を検討する手

法です。  



み ち の く 盛 岡 広 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン 
 

44 

 

４ 圏域の中長期的な将来像 

(1) 圏域の中長期的な将来像 

 

盛岡広域圏は，圏域が有する豊富な地域資源をつなぐことにより，これまでに

ない新たな価値や魅力を数多く創り出し，育むことを通じて，将来にわたって選

ばれる「求心力のある圏域」として，各市町が手を携え発展を続けることを目指

します。 

 

   「３ 圏域の現状と課題」において分析したとおり，圏域においては，就職希望者の

ニーズにできるだけ沿った働く場の確保や主要産業の活性化等により，若年層を中心と

した圏域外への人口の流出を食い止めることをはじめとした，人口減少や少子高齢社会

の進展に対応した新たな視点からの取組が求められています。 

圏域外への人口の流出を抑制し，この圏域に流入する人を増やしていくためには，人

や企業にこの圏域が「選ばれる」ことが必要です。この圏域に住みたい，起業したい，

訪れたいなど，圏域内外の人々が関わりたくなる気持ちを抱く地域であれば，人口の定

住が進むほか，交流人口も増え，社会経済の活性化につながるなど，圏域が現在抱える

課題を克服することが可能となると考えられます。 

各市町においても，地方版総合戦略などにより定住・交流人口の拡大に取り組んでい

るところですが，人口減少や少子高齢社会の進展は，圏域にとって共通の課題でもある

ことから，各市町での独自の取組に加え，圏域を単位とした取組も実施することにより，

定住・交流人口の拡大と社会経済の活性化の成果がより高まるものと考えられます。 

こうしたことを踏まえ，選ばれる圏域を目指すうえで，圏域が有する豊富な地域資源

は，大きなメリットであると考えられます。これらは，これまでも各市町の取組によっ

てその価値を磨き，育まれてきているところですが，市町の境を越えて，それぞれの地

域資源にこれまでになかった新たなつながりを生み出すことで，新たな観光資源の創出，

新たな市場の開拓やイノベーションの創出，高次都市機能の集積・強化や広域的な交通

網の整備等による人やモノの流れの活性化，生活関連機能サービスの広域化，技術や知

見の共有等によるサービスの質の向上等を通じ，圏域の強みを生かした新たな価値や魅

力の創出が可能となると考えられます。  
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図 28 中長期的な将来像の実現に向けたイメージ 
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• ビジネスチャンスの拡大（利益の増大，起業機会
の創出）

• 圏域内の交通インフラの利便性向上
• 生活関連機能サービスの質の向上 など

圏域の
魅力UP！
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戦略１ 産業の営みをつなぐ（圏域全体の経済成長のけん引） 

(2) 将来像の実現に向けた基本方針 

   前記の中長期的な将来像を実現するため，本ビジョンでは，圏域における新たな産業，

事業，商品，サービスの創造や知見の共有による，産業やサービスの質の向上等を図る

ために，圏域が有する豊富な地域資源の間に市町の境を越えた新たなつながりを生み出

すことを基本方針とします。この基本方針に基づいて，「産業の営みをつなぐ」「人の

流れをつなぐ」「暮らしの安心をつなぐ」の３つを戦略とし，具体的な取組を推進する

こととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度に策定した盛岡広域圏経済戦略に基づき，「チャレンジと共創による，

100年後も元気な，希望のふるさと盛岡広域圏」の実現に向け，各市町で強みとな

っている産業を生かしながら，産学金官民の連携によりイノベーションを創出する

機会を増やすことなどを通じ，圏域全体の産業を活性化させることを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・  圏域の強みを生かした戦略産業が育成されるとともに，新たな技術開発や産

品等の創出が図られ，圏域内の経済循環の促進及び関連産業における付加価値

の向上が見込まれます。 

・  各市町の地域資源の発信力が強化されると見込まれます。 

見込まれる主な成果 

圏域における新たな産業，事業，商品，サービスの創造や知見の共有による，

産業や生活関連機能サービスの質の向上等を図るために,圏域が有する豊富

な地域資源の間に市町の境を越えた新たなつながりを生み出す。 

基本 
方針 

現在
い ま

をつなぎ，次代へつなぐ 

共に創り育む「希望のふるさと盛岡広域圏」 

中長期
的な将
来像 

■連携分野 

 産学金官民一体となった経済戦略の策定，国の成長戦略実施のための

体制整備 

 産業クラスターの形成，イノベーション実現，新規創業支援，地域の

中堅企業等を核とした戦略産業の育成 

 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

 戦略的な観光施策 
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戦略２ 人の流れをつなぐ（高次の都市機能の集積・強化） 

 

戦略３ 暮らしの安心をつなぐ（圏域全体の生活関連機能サービスの向上） 

 

 

圏域内外のアクセスの円滑化に向けた拠点整備に向けた取組などにより，圏域内

外のアクセスの利便性を更に向上させ，人やモノの流れをより活発にさせることを

目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活関連機能サービスの広域化や技術，知見の共有などにより，各市町で提供さ

れている生活関連機能サービスの質を高め，圏域で暮らすことに対する安心感や快

適さを高めていくことを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・  圏域内外の公共交通拠点の整備を進め，バス路線の維持・確保を図ることに

より，住民生活における移動の利便性の向上，圏域外との交流人口の増加が見

込まれます。 

見込まれる主な成果 

・  圏域全体の生活関連機能サービスの供給体制が強化されることにより，各市

町における住民生活の安心の向上につながると見込まれます。 

・  圏域外との人的交流がこれまでよりも活発化し，人口の増加や産業振興，地

域づくり等を担う新たな人材の確保につながると見込まれます。 

見込まれる主な成果 

■連携分野 

 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

 地域医療 

 介護 

 福祉 

 教育・文化・スポーツ 

 地域振興 

 災害対策 

 環境 

 生活機能の強化に係る政策分野 

 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 道路等の交通インフラの整備・維持 

 地域内外の住民との交流・移住促進 

 上記に掲げるもののほか，結びつきやネットワークの強化に係る

分野 

 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 人材の育成 

 圏域内市町の職員等の交流 

■連携分野 
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 (3) 成果指標（KPI） 

   本ビジョンにおける取組の進捗管理に用いる成果指標（KPI）は，次のとおりとします。 

ア 産業の営みをつなぐ（圏域全体の経済成長のけん引） 

指標名 現状値 
目標値 

（平成32年度） 
出所・出典 

農業圏域内純生産額 
2,460千万円 

（Ｈ24年度） 
2,583千万円 

県政策地域部「市

町村民所得推計」 

林業圏域内純生産額 
106千万円 

（H24年度） 
111千万円 

県政策地域部「市

町村民所得推計」 

製造品出荷額等 
26,871千万円 

（Ｈ25年度） 
28,215千万円 

経済産業省 

「工業統計調査」 

第三次産業の年間売上額 
251,457千万円 

（Ｈ24年度） 
264,030千万円 

経済産業省 

「経済センサス」 

圏域内観光客入込数 
1,028万人回 

（Ｈ26年度） 
1,079万人回 

県政策地域部 

「統計年鑑」 

創業支援計画における新規創

業者延べ数 
‐ 900件 

８市町 

「創業支援計画」 

圏域内事業所従業者数 
175,161人 

（Ｈ24年度） 
184,000人 

経済産業省 

「経済センサス」 

 

イ 人の流れをつなぐ（高次の都市機能の集積・強化） 

指標名 現状値 
目標値 

（平成32年度） 
出所・出典 

広域バス路線数 86路線 86路線 盛岡市 

圏域内の JR 線及び IGR いわて

銀河鉄道線各駅の乗降客数の

合計 

54,507人 

（H26年度） 
57,000人 

東日本旅客鉄道株

式会社 

IGRいわて銀河鉄

道株式会社 

 

ウ 暮らしの安心をつなぐ（圏域全体の生活関連機能サービスの向上） 

指標名 現状値 
目標値 

（平成32年度） 
出所・出典 

圏域内就業者数 
231,055人 

（Ｈ22年度） 
243,000人 総務省「国勢調査」 
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指標名 現状値 
目標値 

（平成32年度） 
出所・出典 

盛岡公共職業安定所管内の就

職を希望する高校３年生のう

ち県内就職を希望する者の割

合 

66.3％ 

（Ｈ26年度） 
70.0％ 

盛岡公共職業安定

所 

大学卒業生の県内就職率 
45％ 

（Ｈ26年度） 
55％ 

岩手大学ほか「地

（知）の拠点大学

による地方創生推

進事業」 

圏域の消費生活相談における

解決率 

98.5％ 

（H25年度） 
99.0％ 盛岡市 

    

 

(4) 人口の将来見込み 

ア 各市町の人口ビジョンにおける将来の人口見込み 

まち・ひと・しごと創生法（平成 26年法律第 136号）に基づく地方版総合戦略の策

定に当たり，圏域内の各市町が作成した人口ビジョンにおける将来の人口見通しを合

算した場合，2040 年の圏域の人口は，●万人強となります。なお，この人口ビジョン

は，各市町単位で作成していることから，人口の将来見通しには，圏域内各市町間の

人口の移動を含むものとなります。 

 

表 9 各市町の人口ビジョンにおける人口見込み 

現在の
人口
2010年

（H22年）
2015年

（H27年）
2020年

（H32年）
2025年

（H37年）
2030年

（H42年）
2035年

（H47年）
2040年

（H52年）

盛岡市 298,348 296,251 291,470 285,610 279,358 272,094 263,672

八幡平市 28,680 26,527 24,712 22,964 21,377 20,016 18,800

滝沢市 53,857 55,453 56,595 57,424 57,865 57,939 57,608

雫石町 18,033 17,498 17,282 16,973 16,603 16,239 15,797

葛巻町 7,304

岩手町 14,984 13,888 12,916 12,265 11,630 11,047 10,489

紫波町 33,288 32,837 32,201 31,426 30,776 30,115 29,575

矢巾町 27,205 26,519 28,119 30,241 30,841 31,257 31,451

合計 481,699

市町名
各市町の人口ビジョンにおける人口見込み

 

（出典：各市町人口ビジョン） 
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図 29 各市町の人口ビジョンにおける人口見込み 

 

（出典：各市町人口ビジョン，国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計（2013年３月推計）」） 

 

イ 本ビジョンの取組に基づく人口の社会移動の将来見通し 

本ビジョンに掲げる取組を実施しその成果が表れた場合，人口の圏域外への流出が

一定程度食い止められると想定されます。 

その結果として，本ビジョンでは，圏域の平成 52年時点での人口がおよそ 40万人

となるものと見込みます。国立社会保障・人口問題研究所が実施した人口の将来推計

における平成 52年の圏域の人口およそ 38万人に対し，本ビジョンの取組により圏域

外への人口流出を２万人程度抑制することを目指すこととなります。 

 

表 10 本ビジョンの取組の成果に基づく圏域の将来人口の推計値 

現在の
人口
2010年

（H22年）
2015年

（H27年）
2020年

（H32年）
2025年

（H37年）
2030年

（H42年）
2035年

（H47年）
2040年

（H52年）

本項推計① 481,699 473,461 462,229 448,217 434,241 418,719 401,116

社人研推計② 481,699 472,389 458,260 441,523 423,161 403,453 382,024

差①－② 0 1,072 3,969 6,694 11,080 15,266 19,092

推計種別
将来推計人口

 

（出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2013年３月推計）」，本市作成データ） 
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（参考１）社人研推計 

人口ビジョン計 
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図 30 本ビジョンの取組の成果に基づく圏域の将来人口の推計値 

 
（出所：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（2013年３月推計）」，本市作成データ） 

 

なお，本ビジョンの取組に基づく人口の将来見通しについては，圏域外への人口の

流出を食い止めるという本ビジョンの基本的な方向性に沿って，国立社会保障・人口

問題研究所が実施した人口の将来推計のうち，純移動率の見通しを補正することによ

り算出しています。詳細は，参考資料として巻末に掲載しています。  

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

（参考１）社人研推計 

本項推計 
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５ 具体的取組 

 本ビジョンに基づき実施する具体的取組は，各市町が実施する事業のうち，連携すること

により成果が向上する，あるいはコストの削減が見込まれる等，各市町にメリットがあるも

ので，連携協約に基づき各市町間で協議を行い定めるものとなります。 

 

図 31 本ビジョンにおける連携事業の位置付けのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 産業の営みをつなぐ（圏域全体の経済成長のけん引） 

ア 産学金官民一体となった経済戦略の策定，国の成長戦略実施のための体制整備 

 

 

 

 ○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, １ 事業名 ものづくり人材育成事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 ものづくりを担う人材を育成し，地元への定着を促進するために，圏域

の企業や大学，商工団体，行政が連携し，組織化や育成プログラム構築

などの仕組みづくりを行う。 

見込まれる

成果 

人材育成に寄与することで，広域圏におけるものづくり事業の推進を図

ることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 500 500 500 500 2,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・市内企業，大学，商工団体等との調整及び仕組づくりの検討 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・各市町の企業，大学，商工団体等との調整及び仕組みづくり

を検討する。 

（一部事務組合等） 

単独実施 

事業 

 

 

 

共同処理 

連携事業 

単独実施 

事業 

 

 

 

共同処理 

連携事業 
単独実施 

事業 

 

 

 

共同処理 

連携事業 

（一部事務組合等） 

連携中枢都市 
（盛岡市） 連携市町 A 

連携市町 B 

連携協約 

連携協約 

•戦略産業の育成等，経済成長のけん引を支える人材が育成され，
圏域内の企業が求める人材の確保が進むと見込まれる。 

期待される効果 
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No, ２ 事業名 東京事務所共同運営事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡市が設置している東京事務所を盛岡広域構成市町の共同出資による

運営とすることに加え，銀河プラザ等を活用した広域共同催事等の情報

発信事業に取り組む。 

見込まれる

成果 

東京事務所を活用することで，圏域の情報等を効率的に収集・発信する

ことを見込むもの。なお，商工観光以外の分野については，計画期間内

の検討・対応とする。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 2,300 2,300 2,300 2,300 9,200 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・本事業の実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

 ○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

中核人材の育成に向け

た検討【★・◆】 

企業の中核を担う人材や企業の後継者の育成方

策について検討を行う。 
８市町 
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イ 産業クラスターの形成，イノベーション実現，新規創業支援，地域の中堅企業等を

核とした戦略産業の育成 

 

 

 

 ○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, ３ 事業名 業種間交流促進事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 業種間交流に取り組んでいる団体が対象や活動範囲を盛岡広域圏に拡大

する際，組織強化や交流・研修活動等を支援する。 

見込まれる

成果 

本事業により，広域の業種の垣根を越えた交流を図り，既存事業の拡大

や新たな事業展開が期待できるとともに広域経済の活性化が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 500 500 500 500 2,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・市内関係団体や各市町との広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・各市町の関係団体等との調整を行う。 

 

No, ４ 事業名 創業支援事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡広域において，国の認可を受けた「創業支援事業計画」に基づき， 

起業家塾・セミナーの開催や，「もりおか起業ファンド」の設立などを

通じ，新規創業者・起業家へ支援を行う。 

見込まれる

成果 

圏域内の市町の境を越えて創業支援を受けることができるため，より創

業しやすい環境の形成が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

400 400 400 400 400 2,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・本事業の実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

  

•圏域内の人や企業の連携が強化されることにより，圏域の強みを
生かした戦略産業が育成され，圏域内の経済循環の促進及び関連
産業における付加価値の向上が見込まれる。 

期待される効果 
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No, ５ 事業名 産学官連携の推進【★・◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡市産学官連携研究センター等の活用等により，企業が抱える技術的

問題の解決や新製品・新技術の研究開発等を支援する。 

見込まれる

成果 

他市町の企業が盛岡市産学官連携研究センター等を活用することによ

り，圏域全体の企業の底上げにつながる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

36,514 36,514 36,514 36,514 36,514 182,570 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・盛岡市産学官連携研究センター等を運営する。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・滝沢市 IPUイノベーションセンターを運営する（滝沢市）。 

・事業実施に要する費用を負担する（滝沢市）。 

・各市町の企業と産学官連携研究センター等の施設とのマッチ

ングに向けた調整を行う（各市町）。 

 

No, ６ 事業名 圏域市町の連携による企業誘致の推進【◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 首都圏での企業立地セミナーの開催，トップセミナー，在京盛岡広域産

業人会の活用による人的ネットワーク化などを行う。 

見込まれる

成果 

共同企業誘致に係る各市町間の役割分担を明確にすることで，より高い

誘致効果が期待できる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

3,910 3,910 3,910 3,910 3,910 19,550 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・圏域内への企業誘致に向けた事業に取り組むとともに，広域

的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・圏域内の企業誘致に向けた事業実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

 ○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

（仮称）食産業連携強

化事業の実施の検討

【★・◆】 

圏域の農業生産者及び商工業者や飲食店関係者

等，食産業に関わる事業者を対象とした，事業マ

ッチングのためのセミナー等を開催する。 

８市町 

クリエイティブ産業の

育成【★・◆】 

クリエイティブ産業と他分野の連携により，新た

な価値の創造やニーズの発掘につながる新規

性・独創性のあるプロジェクトを支援する。 

８市町 

産業振興組織の共同設

置の検討【★・◆】 

圏域企業の新分野進出支援や起業家支援，産業間

交流などの産業振興に係る事業を行う組織を圏

域で共同設置することについての検討を行う。 

８市町 
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事業名 事業概要 連携市町 

盛岡広域圏「ぐるっと

グリーンツーリズム」

の検討【★】 

これまでの市町村単位の農家民泊を主体とした

グリーンツーリズムではなく，各市町の特色ある

農業体験を組み合わせたグリーンツーリズム事

業の構築を検討する。 

８市町 

地域ＩＣＴ活用事業

【★・◆】 

農林業・医療・介護などの地域課題解決のためＩ

ＣＴの活用方策について，調査・研究を行う。 
８市町 

再生可能エネルギーの

利用促進【★・◆】 

再生可能エネルギーを利用して発電した電力を

圏域内で消費する事業スキームを構築する。 
８市町 

新規就農者への支援

【★・◆】 
新規就農者等の掘り起こしや支援を行う。 ８市町 

 

  



み ち の く 盛 岡 広 域 連 携 都 市 圏 ビ ジ ョ ン 
 

57 

 

ウ 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

 

 

 

 

 ○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, ７ 事業名 盛岡広域まるごとフェア開催事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡広域８市町の物産品販売やご当地グルメの販売のほか，観光ＰＲや

伝統芸能の披露などを通じて，盛岡広域圏の魅力の発信を強化する。ま

た，商談会や広域連携の新商品開発についても取り組む。 

見込まれる

成果 

広域８市町等で構成する「盛岡・八幡平元気まるごと発信事業実行委員

会」との連携により，効率的に地域の魅力を発信できる。また，盛岡広

域観光推進協議会においても，同様のＰＲ事業を行っていることから，

同協議会との連携を検討することとする。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 1,000 1,000 1,000 1,000 4,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・主催する実行委員会との連絡調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・本事業の実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

No, ８ 事業名 食料品の輸出の促進に向けた検討【★・◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 清酒や乳製品など圏域の強みをいかした食料品の輸出の促進について研

究を行う。 

見込まれる

成果 

圏域全体で実施することで，生産量の確保と地場産品の振興が見込まれ

る。事業者及び農業者との調整等については，今後，検討が必要。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 0 0 0 0 0 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 ・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

各市町 ・本事業の実施に協力して取り組む。 

  

•各市町の地域資源の発信力が強化される。 

•圏域内の地域資源の連携を強化することにより新たな技術開発
や産品等の創出が図られ，圏域内の経済循環の促進及び関連産
業における付加価値の向上が見込まれる。 

期待される効果 
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No, ９ 事業名 圏域の産品を生かした洋生菓子の生産拡大等に向けた検討

【★・◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 圏域の産品を生かした洋生菓子の新商品開発や生産拡大，工場誘致など

の可能性について研究を行う。 

見込まれる

成果 

圏域全体で実施することで，生産量の確保と地場産品の振興が見込まれ

る。事業者及び農業者との調整等については，今後，検討が必要。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 0 0 0 0 0 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 ・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

各市町 ・本事業の実施に協力して取り組む。 

 

No, 10 事業名 ６次産業化の推進 

関係市町名 ８市町 

事業概要 各市町において，６次産業化の推進に取り組むとともに，圏域市町の連

携により販売促進・情報発信等を行う。また，６次産業化の資源となっ

ているものや実践者を訪問し，現地研修会及び意見交換会を行う。 

見込まれる

成果 

圏域内の農畜産物と加工機械・技術などの資源を結びつける「農商工連

携」による６次産業化を推進することにより，さらなる産業の活性化に

つながる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

400 400 400 400 400 2,000 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・本事業の企画，研修や販売促進の活動を実施するとともに，

広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・事業の企画，研修や販売促進の活動等，本事業の実施に協力

して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

No, 11 事業名 盛岡手づくり村における圏域産品等の情報発信【★・◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡手づくり村において，圏域産品の販売や観光情報の発信等を行う。 

見込まれる

成果 

手づくり村における広域の一体的な販売促進や情報発信等により，地場

産業の振興及び地域経済の活性化を図ることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 10,000 10,000 10,000 10,000 40,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・本事業の実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 
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No, 12 事業名 盛岡手づくり村振興事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡手づくり村を良好な状態に維持管理し，来場者の便宜向上を含め，

安全な施設運営を図るとともに，（公財）盛岡地域地場産業振興センタ

ーの運営を支援することを通じて，盛岡広域圏の地場産業の振興拠点と

しての機能強化を図る。 

見込まれる

成果 

盛岡広域の地場産業の拠点であることが再認識され，地域経済の活性化

を図ることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

27,500 27,500 27,500 27,500 27,500 137,500 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・本事業の実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

 ○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

製麺工業と農業の連携

の促進についての検討

【★・◆】 

圏域において麺類の消費量が多いことから，多く

を輸入に頼っている小麦原料の域内調達率を向

上させる方策等について研究する。 

８市町 

清酒とコメの連携の促

進についての検討

【★・◆】 

圏域での消費量が多く，移輸出にも期待ができる

清酒について，多くを移入に頼っているコメの域

内調達率を向上させる方策等について研究する。 

８市町 

産業博覧会の開催の検

討【★・◆】 

圏域の産業の活性化に向け，企業が自社製品及び

技術をアピールする機会としての「産業博覧会」

の開催について調査・研究を行う。 

８市町 

手づくり村リニューア

ル事業【★】 

（公財）盛岡地域地場産業振興センターの建物・

設備及び展示をリニューアルすることで，地場産

業の振興拠点としての機能強化を図る。また，盛

岡広域で受け継がれている，南部鉄器や漆器，染

物，駄菓子などの伝統の技や味を後世に伝えるた

めの「（仮称）伝統技術継承工房」を設置し，盛

岡地域の貴重な財産である伝統技術を継承する

拠点とする。 

８市町 
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エ 戦略的な観光施策 

 

 

 

 ○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 13 事業名 広域観光推進事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡広域圏への誘客促進と観光振興に向けた，盛岡・八幡平広域観光推

進協議会など広域観光団体の取組と連動した観光 PRの実施や，圏域の魅

力の効果的な情報発信，観光案内に向けた調査研究などを行うほか，岩

手県や盛岡広域振興局等が実施する広域観光キャンペーン等に積極的に

参加するなど，各市町が連携して広域観光の推進を図る。 

見込まれる

成果 

圏域で連携することにより，広域観光の効果的な推進を図ることができ

る。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

7,888 7,888 7,888 7,888 7,888 39,440 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・盛岡広域市町で構成する広域観光団体や関係機関等の取組に

積極的に参加し，広域観光の推進を図る。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・盛岡広域市町で構成する広域観光団体や関係機関等の取組に

積極的に参加し，広域観光の推進を図る。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

  

•各市町の観光資源の発信力が強化される。 

•訪日外国人等新たな観光客の開拓につながり，交流人口の増加が
見込まれる。 

期待される効果 
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No, 14 事業名 国際観光客誘致促進事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 県や関係市町などとの連携により，訪日スキー旅行の人気が高い豪州か

らのスキー客誘致とともに，台湾からの誘致促進を図るため，台湾・台

中国際旅行展覧会に参加して「盛岡・八幡平」誘客キャンペーン事業を

実施するほか，新たな市場開拓に向け，海外プロモーション活動の強化

を図る。また，台湾など海外からの教育旅行誘致に向けた取組を進める

とともに，観光案内表示や観光ホームページ等の多言語化，Wi-Fi通信環

境整備の改善，浴衣や温泉，日本文化や和食などのメニューづくり，食

事・買い物，各種体験などの仕組みづくり等，外国人観光客受入態勢の

整備を推進する。 

見込まれる

成果 

外国人観光客誘致に関し，東北エリア全体の認知度が低い中，圏域全体

で取り組むことにより事業効果を高めることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

      

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・盛岡広域圏内自治体や観光団体等と連携しながら，国際旅行

展等への出展や，海外プロモーション活動，外国人観光客受入

態勢の整備などを行う。 

各市町 

・盛岡広域圏内自治体や観光団体等と連携しながら，国際旅行

展等への出展や，海外プロモーション活動，外国人観光客受入

態勢の整備などを行う。 

 

No, 15 事業名 国際便を活用した海外との交流促進事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 いわて花巻空港発着の国際チャーター便を活用した，台湾との市民交流

を促進する。 

見込まれる

成果 

外国人観光客誘致に関し，東北エリア全体の認知度が低い中，圏域全体

で取り組むことにより事業効果を高めることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

      

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・盛岡広域圏内自治体等と連携しながら，交流促進事業を展開

する。 

各市町 
・盛岡広域圏内自治体等と連携しながら，交流促進事業を展開

する。 
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No, 16 事業名 ＭＩＣＥの誘致推進【★・◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 ＭＩＣＥ開催支援制度を創設し，誘致活動を推進する。 

見込まれる

成果 

開催助成制度等を通じてＭＩＣＥ誘致を推進するとともに，エクスカー

ションを圏域で行うことで，魅力的なプログラム提供が可能となる。ま

た，連携市町のＰＲ活動等により，ＭＩＣＥ誘致における圏域の波及効

果が高まり，圏域内の交流人口の増加と観光振興につながる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

24,000 24,000 24,000 24,000 24,000 120,000 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・ＭＩＣＥ開催助成を通じ，ＭＩＣＥ誘致の推進と広域観光の

ＰＲを行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・エクスカーションの提供とＭＩＣＥ誘致に係るＰＲ活動の連

携を図る。 

 

No, 17 事業名 盛岡広域フィルムコミッション事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 圏域市町の連携により，ロケーションの誘致やロケーションに関する情

報収集と情報・相談・斡旋等の支援を行う。 

見込まれる

成果 

圏域が有している魅力を，映画やテレビ等の映像を通じて広く紹介する

ことにより，地域の知名度やイメージが向上し，観光客の増加や交流に

よる地域活性化が見込まれるなど，広域観光の効果的な推進が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

1,188 1,188 1,188 1,188 1,188 5,940 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・盛岡広域圏内自治体及び観光関係団体等と連携しながら，ロ

ケ誘致などフィルムコミッション事業の支援を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・盛岡広域圏内自治体及び観光関係団体等と連携しながら，ロ

ケ誘致などフィルムコミッション事業の支援を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 
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No, 18 事業名 いわて・盛岡広域観光センター運営支援事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 県内・圏域の観光拠点である本市・中心市街地のまちなか観光を推進し，

圏域エリア内への周遊を促すため，広域の観光資源の情報発信や誘客宣

伝活動などを行う。 

見込まれる

成果 

圏域で連携することにより，広域観光の効果的な推進が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

6,739 6,739 6,739 6,739 6,739 33,695 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・盛岡広域圏内自治体及び観光関係団体等と連携しながら，盛岡

広域の観光案内や情報発信を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・盛岡広域圏内自治体及び観光関係団体等と連携しながら，盛岡

広域の観光案内や情報発信を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

No, 19 事業名 教育旅行誘致事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 北陸新幹線・北海道新幹線開業を踏まえ，幅広い地域からの岩手・盛岡

への来訪に対応するため，修学旅行ガイドブックの作成や関係団体など

との連携による教育旅行の誘致活動の強化と受入態勢の充実を図る。 

見込まれる

成果 

圏域で連携することにより，広域観光の効果的な推進が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

      

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

（公財）岩手県観光協会教育旅行誘致宣伝部会の教育旅行誘致

活動の中で，関係自治体及び観光関係団体等と連携しながら，

教育旅行誘致の推進を図る。 

各市町 

（公財）岩手県観光協会教育旅行誘致宣伝部会の教育旅行誘致

活動の中で，関係自治体及び観光関係団体等と連携しながら，

教育旅行誘致の推進を図る。 
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No, 20 事業名 スポーツツーリズム推進事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 2020東京五輪及び 2019ラグビーW杯の事前キャンプ誘致に向けて講演会

の開催やリーフレットの作成を行う。また，スポーツ合宿やスポーツ大

会等のスポーツ関連イベントの積極的な誘致を行い，（仮称）盛岡広域

スポーツツーリズム推進協議会設立を目指すものとする。 

見込まれる

成果 

事業の推進により，地域スポーツの推進と地域経済の活性化を図る。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

1,679 1,362 1,362 1,362 1,362 7,127 

役割分担， 

費用負担 盛岡市 

・広域連携によるスポーツ推進体制の在り方の調査・研究に取

り組むとともに、広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・調査・研究に参加するとともに、広域連携によるスポーツ推

進に関して各市町の関係者・関係団体に対して働きかけを行う

など，事業実施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

 ○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

ニューツーリズムの振

興【★・◆】 

スポーツ，環境，健康，産業など特定のテーマと

観光を組み合わせたニューツーリズムについて，

モデルコース紹介や誘致活動を行う。 

８市町 

エコツーリズムの振興

に向けた検討【★・◆】 

再生可能エネルギー施設の視察・見学などのエコ

ツーリズムの振興について調査・研究を行う。 
８市町 

２次交通体系の整備

【★・◆】 

公共交通拠点を起点とした圏域市町を結ぶ２次

交通の整備に向けた取組やサービス向上の仕組

みづくりを行う。 

８市町 

日帰り客の創出（滞在

時間の延長）に向けた

検討【★・◆】 

圏域内の住民の行楽等による近隣地域への訪問

の促進方策等について調査・研究を行う。 
８市町 
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(2) 人の流れをつなぐ（高次の都市機能の集積・強化） 

ア 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 21 事業名 盛岡バスセンター再整備調査支援事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 圏域内外のバス交通アクセス拠点である盛岡バスセンターが老朽化して

いるため，再整備の事業化に向けた調査等に対し支援を行う。 

見込まれる

成果 

広域バス交通の拠点である盛岡バスセンターが再整備されることによ

り，圏域内の交通サービスの維持･強化が図られる。また，バスセンター

内に設けるサービス施設の整備により，圏域内の観光・物産の情報発信

機能などの充実が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 5,000 0 0 0 5,000 

役割分担， 

費用負担 盛岡市 

・バスセンター再整備の事業化に向けて，民間事業者と協議を

進めるとともに，施設整備に対し補助を行う。 

・サービス施設の整備については，事業の全体計画の中で協議

を行い，整備主体，費用負担等を決定する。 

各市町 
・圏域内の住民に対し，バス利用に関する情報を提供する。 

・サービス施設の整備に関する協議に必要に応じ参画する。 

 

 ○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

（仮称）複合交通セン

ター基本計画策定事業

【★】 

盛岡駅西口地区の（仮称）複合交通センター用地

を圏域内外の交通アクセス拠点として整備する

ために，必要な施設・規模等についての調査・研

究を踏まえ，構想を策定する。 

８市町 

  

•圏域内外の公共交通拠点の整備を進め，バス路線の維持・確保を
図ることにより，住民生活における移動の利便性の向上，圏域外
との交流人口の増加が見込まれる。 

期待される効果 
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(3) 暮らしの安心をつなぐ（圏域全体の生活関連機能サービスの向上） 

ア 生活機能の強化に係る政策分野 

(ｱ) 地域医療 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 22 事業名 盛岡保健医療圏域における救急医療体制に関する検討 

関係市町名 ８市町 

事業概要 岩手医科大学附属病院移転後の救急医療体制の確保等について，広域市

町や医大等の関係機関と検討する。 

見込まれる

成果 

附属病院の移転により，これらの患者が他の救急医療機関へ集中し重症

患者の診療に支障をきたさないようにするため，盛岡保健医療圏域全体

の救急医療体制を整備する。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 0 0 0 0 0 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・医大附属病院移転後の二次救急医療の課題検討や盛岡保健医

療圏としての情報共有や統一した意見の集約において広域的

な調整を行う。 

各市町 
・医大附属病院移転後の二次救急医療の課題検討に協力して取

り組む。 

 

No, 23 事業名 小児救急輪番制病院事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 休日・夜間等に入院加療を必要とする小児重症救急患者を輪番制で診療

する病院に対し，運営費を補助する。また，公的病院等に対して特別交

付税措置制度を活用し，運営費補助を実施する。 

見込まれる

成果 

休日・夜間において，圏域の小児重症患者に救急医療を提供する。 

 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

154,182 154,182 154,182 154,182 154,182 770,910 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・小児救急医療事業に関する運営費の補助等を実施するととも

に，盛岡保健医療圏８市町の事務局的役割を担う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・小児救急医療事業に係る運営費の補助等を実施する。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

  

•圏域全体の救急医療サービスの供給体制が整備されることによ
り，各市町における住民生活の安心の向上につながる。 

期待される効果 
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No, 24 事業名 第二次救急医療対策事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 盛岡地区二次救急医療事業に要する経費の一部を広域各市町で負担し，

盛岡市が取りまとめ補助金として交付する。 

見込まれる

成果 

休日・夜間の二次救急輪番制病院群を支援し，圏域の二次救急医療体制

を確保する。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

130,930 130,930 130,930 130,930 130,930 654,650 

役割分担， 

費用負担 盛岡市 

・二次救急医療事業に係る運営費の補助等を実施するととも

に，盛岡保健医療圏８市町の事務局的役割を担う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・二次救急医療事業に係る運営費の補助等を実施する。 

・事業実施に要する費用を負担する。 
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(ｲ) 介護 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 25 事業名 医療と介護の連携事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 市町の境界を越えた他職種協働により，在宅医療も含めた高齢者医療と

介護を一体的に提供できる体制を構築する。 

見込まれる

成果 

医療と介護の連携を進めるためには多種多様な研修が必要であることか

ら，広域８市町の共同研修を開催することで，さらなる体制整備の促進

につながる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

600 600 600 600 600 3,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・フォーラムや研修会を企画，実施する。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・フォーラムや研修会に関する広報，参加者募集等に協力する。 

 

No, 26 事業名 盛岡広域シルバーケアＳＯＳネットワークシステム 

関係市町名 ８市町 

事業概要 警察署等の関係機関との連携を強化し，徘徊高齢者の住所不明事案の手

配及び発見・保護，システムの周知と早期発見の指導を行う。また，住

所不明事案発生時の情報共有を行う。 

見込まれる

成果 

徘徊高齢者の速やかな発見を目的とするため，４つの警察署の管轄を含

んだ広域８市町で実施することにより事業効果が高まる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

740 740 740 740 740 3,700 

役割分担， 

費用負担 盛岡市 

・履物用ステッカーの購入数の取りまとめを行う。 

・履物用ステッカーに関する周知，広報，配布を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・履物用ステッカーに関する周知，広報，配布を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

  

•圏域全体の介護サービスの供給体制が強化されることにより，各
市町における住民生活の安心の向上につながる。 

期待される効果 
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(ｳ) 福祉 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 27 事業名 保育所の広域入所 

関係市町名 ８市町 

事業概要 父母の就業先などによる家庭のニーズに応じて，盛岡広域内他市町の保

育所への入所を調整・実施する。 

見込まれる

成果 

保護者の就労環境の変化や圏域内での転出入に際しても，切れ目のない

保育の実施が可能となる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

200,789 200,789 200,789 200,789 200,789 1,003,945 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・連携市町からの新規・継続入所を受け付ける。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・盛岡市からの新規・継続入所を受け付ける。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

No, 28 事業名 配偶者暴力相談支援センター広域連携事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 配偶者からの暴力防止対策等に向けた連携として，盛岡市配偶者暴力相

談支援センターの業務の対象を広域圏へ広げる。広域対応の相談員 1人

を加えた２人の相談員を雇用し，出張ＤＶ相談，緊急保護，出前講座等

を実施する。 

見込まれる

成果 

対象を圏域全体に拡大することで，住民の安全を確保するとともに，市

町職員のＤＶ等被害者対応能力の向上を図ることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

7,724 7,724 7,724 7,724 7,724 38,620 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・配偶者暴力相談支援センターの運営や相談員の確保等，圏域

における配偶者等からの暴力防止対策事業に取り組むととも

に，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・出張ＤＶ相談の実施や緊急避難時の移送等の協力等，事業実

施に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

  

•圏域全体として保育，障がい者支援，配偶者暴力防止に関する
サービスを供給する体制が強化されることにより，各市町におけ
る住民生活の安心の向上につながる。 

期待される効果 
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No, 29 事業名 障がい者相談支援事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 在宅福祉を担当する相談支援専門員を配置し，在宅の障がい児（者）及

び保護者等に対し，家庭訪問する等により在宅療育に関する相談等に応

じる。 

見込まれる

成果 

障がい者や保護者等からの相談等に関する援助・調整等を圏域全体で行

うことにより，広域市町において均衡の取れたサービスの提供が可能と

なる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

68,417 68,417 68,417 68,417 68,417 342,085 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・本事業を実施するとともに，事業内容に関する協議を開催す

る等，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・本事業に関する協議に参加する等，事業実施に協力して取り

組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 
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(ｴ) 教育・文化・スポーツ 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 30 事業名 国体開催に係る取組状況と連携 

関係市町名 ８市町 

事業概要 広報や観光・接伴，宿泊，輸送・交通に関する市町連携の可能性につい

て検討し，その結果を踏まえ適宜，実施する。 

見込まれる

成果 

46年ぶりに岩手県で開催される第 71回国民体育大会に向けて，取組み等

の情報収集や意見交換等を行うことにより，現在抱えている課題や情報

を共有できる。また，広域で連携できる項目について連携を進め，財政

的・人的・事務的に負担を軽減することにより，市町間の効果的・効率

的な運営が期待できる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 - - - - 0 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 ・会議の日程及び資料等調整し，開催する。 

各市町 ・各市町の情報・資料等を提供する。 

 

No, 31 事業名 全日本ジュニアスキー選手権大会アルペン競技・種目スーパー

大回転兼「世界アルペン開催記念」全日本選抜ジュニアスキー

選手権大会の共同開催 

関係市町名 盛岡市，滝沢市，雫石町 

事業概要 1993 世界アルペンスキー選手権大会の開催を記念して、FIS･SAJ公認の

スピード系スキージュニア（高校生以下）の全日本大会を毎年，共同開

催する。 

見込まれる

成果 

大会開催により地元出場枠が与えられるため，地元のスピード系スキー

の選手育成が図られ，競技力アップに大きく貢献する。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

2,035 2,035 2,035 2,035 2,035 10,175 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本大会の開催に協力して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・大会開催に向けた事業に取り組むとともに，広域的な調整を

行う（雫石町）。 

・本大会の開催に協力して取り組む（滝沢市）。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

  

•圏域全体として教育・文化・スポーツに触れる機会がより確保さ
れ，各市町における住民生活の充実につながる 

期待される効果 
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No, 32 事業名 スポーツ施設広域利用促進事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 圏域内のスポーツ施設について，各市町の住民の相互利用を促進する。 

見込まれる

成果 

圏域住民のスポーツ活動機会の充実が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 0 0 0 0 0 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・広域連携によるスポーツ施設の相互利用の促進に向けた調

査・研究に取り組むとともに，広域的な調整を行う。 

各市町 ・調査・研究に参加する等，事業実施に協力して取り組む。 

 

No, 33 事業名 日本遺産認定推進事業【★】 

関係市町名 盛岡市，矢巾町 

事業概要 志波城跡や徳丹城跡をはじめとした北東北の古代史を語るうえで欠かせ

ない歴史遺産である古代城柵について，文化庁の日本遺産認定を目指す。 

見込まれる

成果 

認定推進運動を通して，盛岡市・矢巾町のみならず東北古代史のひのき

舞台である古代城柵としての圏域住民の理解が深まることにより，歴史

観光活用が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 1,000 6,000 6,000 3,000 16,000 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・事業の企画総括や事業実施に係る関係市町，関係団体間の調

整及び取りまとめを行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・事業実施に係る各市町域内の企画，関係団体間の調整及び取

りまとめを行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 
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No, 34 事業名 特別天然記念物ニホンカモシカ滅失処理事業【★】 

関係市町名 盛岡市，八幡平市，滝沢市，雫石町，岩手町，紫波町，矢巾町 

事業概要 ニホンカモシカの滅失処理業務を圏域で一元化する。 

見込まれる

成果 

処理を一元化することで，事務効率が向上するなど構成市町の負担軽減

につながる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 1,500 1,500 1,500 1,500 6,000 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・事業実施に係る連携市町との連絡調整及び情報の集約，取り

まとめを行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・事業に係る取り組み状況等の資料・情報提供を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 
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(ｵ) 地域振興 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 35 事業名 もりおか就職面接会等 

関係市町名 ８市町 

事業概要 圏域における若年者の地元就職を促進するため，ハローワーク及び盛岡

地域雇用開発協会等と連携し，就職面接会の開催や盛岡地域企業ガイド

ブックの作成など各種事業を実施する。 

見込まれる

成果 

対象企業を圏域全体に拡大することで，より多くの求職者と企業のマッ

チングが期待できる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

1,385 1,385 1,385 1,385 1,385 6,925 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・本事業の実施に協力して取り組む。 

 

No, 36 事業名 若者の就業支援事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 「ジョブカフェいわて」や「もりおか若者サポートステーション」を活

用し，高校生スキルアップ支援事業や新社会人就職定着支援事業，高校

生等地元定着支援事業等を実施するなど，若者の地元企業等への定着支

援を行う。 

見込まれる

成果 

圏域全体で取り組むことにより事業効果が高まる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

13,889 13,889 13,889 13,889 13,889 69,445 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・本事業の実施に協力して取り組む。 

  

•雇用の確保を中心とした既存産業の振興により地域が活性化し，
若者の定着につながる。 

期待される効果 
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(ｶ) 災害対策 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 37 事業名 自然災害等対策推進事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 広域災害等の発生を想定し，圏域市町で連携した減災・防災体制の連携

強化を図る。 

見込まれる

成果 

広域災害発生時等における圏域市町の連携・協力体制を構築することに

より，住民の安全・安心の確保と地域防災力の強化を図ることができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

1,383 1,383 1,383 1,383 1,383 6,915 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 ・本事業の実施に係る調整及び取りまとめを行う。 

各市町 
・各市町における取組状況の報告等，本事業の実施に協力して

取り組む。 

 

No, 38 事業名 震災対応事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 ・被災３県児童チャレンジキャンプ 

 東日本大震災により被災した３県（岩手，宮城，福島）の児童を盛岡

エリアに招待し，スポーツ，野外炊事等の体験活動を行う。 

・東日本大震災周年行事 

 東日本大震災の発災日である３月 11日に，地域住民ともに犠牲となっ

た方々の冥福を祈り，復興への誓いを新たにするための行事を開催する。 

見込まれる

成果 

・被災３県児童チャレンジキャンプ 

 野外での体験等を通じて，子ども達のリフレッシュが図られるととも

に，子ども達の地域間交流が促進され，人材育成に寄与することが期待

される。 

・東日本大震災周年行事 

 追悼式典や地域住民が自由に参加できる灯籠イベントを開催すること

により，震災の記憶の風化防止に寄与することが期待される。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

5,630 0 0 0 0 5,630 

役割分担， 

費用負担 盛岡市 

・事業の企画総括や事業実施に係る調整及び取りまとめ，関係

機関・団体との各種調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 

・チャレンジキャンプへの各市町からの参加者等の取りまとめ

や，周年行事用の灯籠作成に係る地域内の小学校等への依頼等

を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

•圏域全体として災害への対応が強化されることにより，各市町に
おける住民生活の安心の向上につながる。 

期待される効果 
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No, 39 事業名 南岩手山岳遭難対策事業 

関係市町名 盛岡市，滝沢市，雫石町 

事業概要 岩手山を中心とする山岳における遭難事故の防止，遭難者の捜索及び救

助を目的とし，遭難事故等を想定した合同訓練を実施する。 

見込まれる

成果 

岩手山を中心とする山岳での遭難事故発生時等における遭難救助を迅

速，効果的に実施することができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

600 600 600 600 600 3,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本会の事業・活動に連携して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・本会の事業・活動に連携して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

もりおか復興支援セン

ター運営事業 

東日本大震災により被災し内陸に避難されてい

る方々の生活再建を支援する拠点施設である「も

りおか復興支援センター」の運営 

東日本大

震災によ

る避難者

が在住す

る市町 
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(ｷ) 環境 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 41 事業名 県央ブロックごみ・し尿処理広域化基本構想支援事業【★】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 平成 27年１月に策定した県央ブロックごみ・し尿処理広域化基本構想に

基づき，ブロック内における循環型社会形成の推進を目指すため，既存

６つのごみ焼却施設を１施設に集約し，平成 41年度からの稼働を目指す

こととしているが，今後予定している新施設の建設候補地選定業務や，

新組織設立に向けた各種計画策定事務等の適確な進捗管理及び住民説明

等の支援事務を行う。 

見込まれる

成果 

平成 41年度からの新ごみ焼却施設稼働を目指すためには，候補地選定，

各種計画策定，環境影響評価などを踏まえ，新施設の建設のスケジュー

ルとなるが，基本構想に基づき計画的にこれらの事務を進めることで，

平成40年度まで使用することを予定している既存焼却施設の維持管理経

費など，必要最低限度に抑えることが見込まれ，圏域各市町の財政面に

おけるメリットが期待できる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

3,240 3,240 - - - 6,480 

役割分担， 

費用負担 盛岡市 

・候補地選定や各種計画策定，新組織の設立に向けた検討など，

協議会事務局として取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・会議に参加するとともに，事業の実施に連携して取り組む。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

 

  

•圏域全体としてごみ処理体制が整備されることにより，循環型社
会の形成につながる。 

期待される効果 
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イ 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

(ｱ) 道路等の交通インフラの整備・維持 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 42 事業名 幹線道路整備事業（津志田白沢線） 

関係市町名 盛岡市，矢巾町 

事業概要 盛岡市と矢巾町をつなぐ幹線道路の整備を行う。 

見込まれる

成果 

地域間交流や医療，産業振興，防災などのネットワーク強化を図ること

ができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

41,100 122,700 50,000 60,000 30,000 303,800 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・未整備区間 1,880ｍの整備を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・整備完了区間の維持管理を行う。 

 

No, 43 事業名 幹線道路整備事業（市道谷地頭線（厨川工区）） 

関係市町名 盛岡市，滝沢市 

事業概要 盛岡市と滝沢市をつなぐ幹線道路の整備を行う。 

見込まれる

成果 

地域間交流や医療，産業振興，防災などのネットワーク強化を図ること

ができる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

20,000 60,000 255,000 250,000 250,000 835,000 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・未整備区間 990ｍの整備を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・整備完了区間の維持管理を行う。 

 

  

•幹線道路の整備が進むことにより，地域間交流や公共交通の利用
促進等，地域間のネットワークの強化につながる。 

期待される効果 
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(ｲ) 地域内外の住民との交流・移住促進 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 44 事業名 インターンシップ事業【★・◆】 

関係市町名 ８市町 

事業概要 若者の職業観の形成と地元定着等を支援するため，行政機関等において，

インターンシップ等を希望する学生を受け入れるとともに，圏域企業と

インターンシップを希望する高校生とのマッチングを行う。 

見込まれる

成果 

圏域全体で取り組むことにより，事業効果が高まる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

20 20 20 20 20 100 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・本事業を実施するとともに，広域的な調整を行う。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 ・本事業の実施に協力して取り組む。 

 

 ○今後検討する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

事業名 事業概要 連携市町 

ＵＩＪターン就職支援

事業【★】 

県外在住の若者を盛岡広域圏での就職に導くた

めに，首都圏等でのＵＩＪターン周知活動などを

実施する。 

８市町 

盛岡広域定住促進事業

【★】 

盛岡広域圏における移住・定住パンフレットの作

成や相談員の配置などを行う。 
８市町 

 

  

•移住・定住の候補地としての各市町の発信力が強化される。 

•圏域外との人的交流の機会がこれまでよりも増加し，人口の増や
産業振興，地域づくり等を担う新たな人材の確保につながる。 

期待される効果 
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(ｳ) 上記に掲げるもののほか，結びつきやネットワークの強化に係る分野 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 45 事業名 消費者行政の共同実施 

関係市町名 ８市町 

事業概要 ・消費者行政（消費生活相談，啓発等）の共同実施を円滑に推進する。 

・共同実施を円滑に実施するための協議を行う。 

・消費者行政に必要な情報及び知識等を得る研 

見込まれる

成果 

圏域全体で取り組むことにより，各市町が個別に取り組む場合と比較し

て効率的かつ合理的に消費者行政の推進が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

5,180 5,180 5,180 5,180 5,180 25,900 

役割分担， 

費用負担 
盛岡市 

・盛岡市消費生活センターを「盛岡広域消費生活センター」と

して位置付け，主体的に運営するとともに，広域市町と情報共

有しながら連携する。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

各市町 
・盛岡広域消費生活センターとの情報共有などの連携を図る。 

・事業実施に要する費用を負担する。 

  

•交通安全や消費生活相談に関する事業が実施されることにより，
住民生活の安心の向上につながる 

期待される効果 
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ウ 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

(ｱ) 人材の育成 

. 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 46 事業名 人材の育成 

関係市町名 ８市町 

事業概要 職員研修等を圏域内市町で共有する。 

見込まれる

成果 

研修等の共有化により，職員間の相互理解が深まるとともに，能力・資

質の向上が期待できる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 0 0 0 0 0 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・盛岡広域首長懇談会人材育成部会の運営を通じ，各市町間の

情報交換や共通課題の検討を行う。 

各市町 ・必要に応じ，事業実施に協力して取り組む。 

  

•研修等がより充実し，職員の人材育成につながる 期待される効果 
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(ｲ) 圏域内市町村の職員等の交流 

 

 

 

○実施を計画する事業（★：新規・拡充事業，◆：経済戦略における具体的方策） 

No, 47 事業名 圏域内市町の職員等の交流 

関係市町名 ８市町 

事業概要 新規事業や共同事業などによる個別の人事交流を実施するほか，職員の

意識改革や能力・資質の向上が期待できる多様な形態の人事交流の実施

可能性を検討し，人材育成の推進を図る。 

見込まれる

成果 

職員間の相互理解が深まるほか，各市町で行われている人事交流や派遣

研修等の取組内容，成果等を検証することにより，行政ニーズに対応し

得る人材育成につながることが期待できる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

0 0 0 0 0 0 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 
・盛岡広域首長懇談会人材育成部会の運営を通じ，各市町間の

情報交換や共通課題の検討を行う。 

各市町 ・必要に応じ，事業実施に協力して取り組む。 

 

No, 48 事業名 国保盛岡地区協議会事業 

関係市町名 ８市町 

事業概要 国民健康保険事業に関する情報交換や各種研修会等を，総務部会や保健

活動部会などの各部会において実施する。 

見込まれる

成果 

国民健康保険事業の健全な運営の確保と国保関係者の資質の向上及び平

成 30 年度の広域化に向けた情報の共有が図られる。 

事業費見込

み（千円） 

28 年度 29年度 30 年度 31年度 32年度 計 

1,153 1,153 1,153 1,153 1,153 5,765 

役割分担， 

費用負担 

盛岡市 ・各種事業を企画，実施するとともに，広域的な調整を行う。 

各市町 
・協議会が開催する各種事業へ参加するとともに，輪番で担当

となる事業の企画運営を行う。 

  

•各市町の職員間での人的ネットワークが強化され，広域連携の推
進につながる 

期待される効果 
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６ 取組期間と推進体制 

(1) 取組期間 

平成 28年度から 32年度までの５年間とします。事業の実施状況及び成果指標（KPI）

の推移を踏まえ，毎年度事業内容の見直しを行い，取組内容の充実を図っていくことと

します。 

 

(2) 推進体制 

   本ビジョンは，盛岡広域首長懇談会において進行管理を行い，具体的取組については，

圏域内外の産学金民の参加・協力を得ながら，各市町の連携のもとに実施します。 

   取組の進捗状況等については，定期的に盛岡広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会へ報

告し，地域や民間の関係者，各分野の有識者等から意見，提言をいただき，取組に反映

させることとします。 

 

図 32 推進体制のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

産 学 金 民 

盛岡広域首長懇談会 

（８市町） 

具体的取組の実施 

盛岡広域連携中枢 

都市圏ビジョン 

懇談会 

民間や地域の関係

者，有識者を選任 

報告 

意見・提言 

取組実施・

支援 

取組参加・

支援 

都市圏ビジョンの進行

管理，改訂等協議 

 

取組や改訂等に

対する意見・提言 
多様な主体 
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戦略１ 産業の営みをつなぐ（圏域全体の経済成長のけん引） 

 

戦略２ 人の流れをつなぐ（高次の都市機能の集積・強化） 

図 33 本ビジョンの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指標名 現状値 目標値 

農業圏域内純生産額 2,460千万円 2,583千万円 

林業圏域内純生産額 106千万円 111千万円 

製造品出荷額等 26,871千万円 28,215千万円 

第三次産業の年間売上額 251,457千万円 264,030千万円 

圏域内観光客入込数 1,028万人回 1,079万人回 

創業支援計画における新規創業者延べ数 ‐ 900件 

圏域内事業所従業者数 175,161人 184,000人 

指標名 現状値 目標値 

広域バス路線数 86路線 86路線 

圏域内の JR 線及び IGR いわて銀河鉄道線

各駅の乗降客数の合計 
54,507人 57,000人 

圏域における新たな産業，事業，商品，サービスの創造や知見の共有による，

産業や生活関連機能サービスの質の向上等を図るために,圏域が有する豊富

な地域資源の間に市町の境を越えた新たなつながりを生み出す。 

基本 
方針 

現在をつなぎ，次世代へつなぐ 共に創り育む希望のふるさと盛岡広域圏 
中長期
的な将
来像 

■連携分野 

 産学金官民一体となった経済戦略の策定，国の成長戦略実施のための

体制整備 

 産業クラスターの形成，イノベーション実現，新規創業支援，地域の

中堅企業等を核とした戦略産業の育成 

 地域資源を活用した地域経済の裾野拡大 

 戦略的な観光施策 

■成果指標 

■連携分野 

 高度な中心拠点の整備・広域的公共交通網の構築 

■成果指標 
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戦略３ 暮らしの安心をつなぐ（圏域全体の生活関連機能サービスの向上） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
指標名 現状値 目標値 

圏域内就業者数 231,055人 243,000人 

盛岡公共職業安定所管内の就職を希望す

る高校３年生のうち県内就職を希望する

者の割合 

66.3％ 70.0％ 

大学卒業生の県内就職率 45％ 55％ 

圏域の消費生活相談における解決率 98.5％ 99.0％ 

   

 地域医療 

 介護 

 福祉 

 教育・文化・スポーツ 

 地域振興 

 災害対策 

 環境 

 結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

 道路等の交通インフラの整備・維持 

 地域内外の住民との交流・移住促進 

 上記に掲げるもののほか，結びつきやネットワークの強化に係る

分野 

 圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

 人材の育成 

 圏域内市町の職員等の交流 

■連携分野 

 生活機能の強化に係る政策分野 

 道路等の交通インフラの整備・維持 

 地域内外の住民との交流・移住促進 

 上記に掲げるもののほか，結びつきやネットワークの強化に係る

分野 

 人材の育成 

 圏域内市町の職員等の交流 

■成果指標 
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参考資料 

(1) 本ビジョンの取組による圏域の将来人口の推計値について 

   本編の 50ページに示した圏域の将来人口の推計値は，次の考え方により算出していま

す。 

ア 各市町から直接圏域外へ流出している者を想定した移動率仮定値の設定 

国立社会保障・人口問題研究所が将来人口の推計に当たり算出している各市町別の

年齢５歳階級別の純移動率の見通しは，圏域内の各市町間の移動も含めて算定されて

います。これに対し，2010年の国勢調査の結果を基に各市町と圏域外の間を直接移動

している者の割合を算出し，この割合に基づいて国立社会保障・人口問題研究所が設

定している各市町の純移動率を補正することにより，各市町と圏域外の間の直接の移

動を想定した移動率仮定値を設定します。 

設定した８市町の移動率仮定値の平均を示すと，図 34のとおりです。 

 

図 34 圏域外への転出を考慮して補正した８市町の移動率仮定値の平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：本市作成） 
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イ 本ビジョンの取組の成果による移動率の変化見込値の設定 

前記アで設定した移動率仮定値について，本ビジョンの取組の成果により，次の３

つの考え方に基づきプラス方向に補正されるものと仮定します。 

① 人口の圏域外への流出が抑制されることにより，70歳までの年代でプラス方向に

補正される。 

② 圏域の課題となっている人口の流出が大きい若年世代については，他の年代より

も大きくプラス方向に補正される。 

③ 継続した取組により，段階的にプラス方向に補正される。 

これらの考え方に基づき，各市町の移動率仮定値に表 11の補正値を加算すること

とします。 

 

表 11 前記アで算出した移動率仮定値に対する補正値（男女共通） 

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

0～4歳→5～9歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

5～9歳→10～14歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

10～4歳→15～19歳 0.01 0.01 0.02 0.02 0.02

15～19歳→20～24歳 0.01 0.01 0.02 0.02 0.02

20～24歳→25～29歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

25～29歳→30～34歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

30～34歳→35～39歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

35～39歳→40～44歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

40～44歳→45～49歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

45～49歳→50～54歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

50～54歳→55～59歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

55～59歳→60～64歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

60～64歳→65～69歳 0.005 0.005 0.01 0.01 0.01

65～69歳→70～74歳 0 0 0 0 0

70～74歳→75～79歳 0 0 0 0 0

75～79歳→80～84歳 0 0 0 0 0

80～84歳→85～89歳 0 0 0 0 0

85歳以上→90歳以上 0 0 0 0 0

年齢５歳階級
各年次への移動率に対する補正値

 

（出所：本市作成） 

 

前記アで算出した各市町の移動率仮定値に表 11の補正値を加算し，加算後の８市

町の移動率補正値の平均を示すと，次ページの図 35のとおりです。図 34と比較し

て，全体的にプラス方向に補正されています。 
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図 35 表 11の補正値を加算した後の８市町の移動率仮定値の平均 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：本市作成） 

 

ウ 前記イで算出した移動率仮定値に基づく圏域の将来人口の推計 

国立社会保障・人口問題研究所が実施した人口の将来推計のうち，純移動率につい

て前記イで算出した移動率仮定値に置き換え，各市町の将来推計人口を算出して合算

した場合，圏域の人口は，表 10のとおりとなり， 平成 52年の圏域人口の推計値は，

約 40万人となります。 
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(2) 盛岡広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会要綱 

 

盛岡広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会要綱 

 

                      平成 27年７月８日市長決裁  

 

 （設置） 

第１ （仮称）盛岡広域連携中枢都市圏ビジョンの策定に当たり，民間や地域の関係者によ

る協議・懇談を行うため，盛岡広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会（以下「懇談会」とい

う。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２ 懇談会は，（仮称）盛岡広域連携中枢都市圏ビジョンの内容について検討し，必要な

意見及び助言を行う。 

 （組織） 

第３ 懇談会は，委員 15 人以内で組織する。 

２ 委員は，盛岡広域首長懇談会の構成団体のうち盛岡市を除く各団体から推薦された者及

び連携中枢都市圏が果たすべき３つの役割（圏域全体の経済成長のけん引，高次の都市機

能の集積・強化，圏域全体の生活関連機能サービスの向上）に対し優れた識見を有する者

等のうちから市長が委嘱する。 

３ 委員の任期は，委嘱の日から平成 28年３月 31日までとする。 

 （座長及び副座長） 

第４ 懇談会に，座長及び副座長を置く。 

２ 座長及び副座長は，委員の互選により選出する。 

３ 座長は，会議を総理し，会議の議長となる。 

４ 副座長は，座長を補佐し，座長に事故あるとき又は座長が欠けたときは，その職務を代

理する。 

 （会議） 

第５ 懇談会の会議は，市長が招集する。 

 （庶務） 

第６ 懇談会の庶務は，市長公室企画調整課都市戦略室において処理する。 

 （実施期日） 

第７ この要綱は，平成 27年７月８日から実施する。 
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(3) 盛岡広域連携中枢都市圏ビジョン懇談会委員名簿 

（敬称略。委員は 50音順） 

  

No, 氏 名 所属・役職等 

１ 岡 崎 正 信 オガールプラザ（株）代表取締役 

２ 小野寺 純 治 岩手大学地域連携推進機構地域連携部門長 

３ 川 村 勝 浩 （株）岩手銀行執行役員 地域サポート部長 

４ 北 田 耕 嗣 （株）トラベルマーケット代表取締役 

５ 黒 澤 惟 人 （特非）wiz理事 

６ 桒 田 但 馬 岩手県立大学総合政策学部准教授 

７ 後 藤 千夏子 （一社）移住・交流推進機構総括参事 

８ 佐 藤 一 志 岩手町農業改良推進協議会幹事 

９ 高 橋   徹 矢巾町コミュニティ会長連絡協議会会長 

10 高 橋 時 夫 （一社）八幡平市観光協会専務理事 

11 中 村 哲 雄 葛巻町町民憲章推進協議会会長 

12 松 原 久 美 手づくりアイスクリーム牧舎松ぼっくり代表 

13 三 上 洋 介 （株）クーシー岩手研究室長 

14 水 野   匠 盛岡商工会議所産業振興部長 

15 渡 邉 里 沙 （有）秀吉取締役 営業企画部長 

オ ブ ザ ー バ ー 松 川   章 
盛岡広域振興局副局長 

兼経営企画部長兼ふるさと振興監 

オ ブ ザ ー バ ー 山 下 恵 庸 
日本政策金融公庫盛岡支店 

国民生活事業 事業統轄 



 

 

 

白紙ページ 

 


